
第１回　警察官の卵誕生　

－難関試験？突破、そして入校－

　『何これ？うんっん？』と一瞬固まったとたん検査終了である。

　忘れもしない警察官採用試験での身体検査会場で、いきなり男のイチモツを握ら

れて性病の検査である。

　世の中の右も左も分からない紅顔の美少年達が、医者にイチモツを握られたから

ビックリしない方がおかしい。

　あまりもの強烈過ぎたチェックであったし、今は考えられない検査であった。

　格好悪りぃ～なんていうものではなく、とっくに恥ずかしさを通り過ぎていた。

　念のために言うが、現在の警察官採用試験では、このような身体検査はしていな

いので、これから警察官を志す者は安心していただきたい。

　昭和４１年当時は、知力・体力のほかに性病もチェックされたのである。

　倍率は１０数倍あったと記憶しているが、でも巡査と呼ばれた時代、私もその一人

であった。

　「警察官にでもなろうかな？」の受験生が多かった時代であり、函館での受験生も

多かった。

　ところがどういう訳か難関？を突破して晴れて警察官採用試験に合格してしまっ

た。

　就職旅立ちの日、函館駅で高校時代の仲間からは「ウイスキーのポケット瓶やタ

バコ」をドッサリみやげに貰い、激励を受けながらホームを後にした。

　もう気分は札幌であり、はやる気持ちで車中の人となった。

　初めて訪れる北海道警察学校。

　校門には、先輩期である初任科第１９期生が制服姿で出迎えてくれた。

　場所的には、現在の札幌地下鉄南北線の「真駒内駅」を出た前方右側の広大な

五輪団地にあった。

　現在の五輪団地は、当時の北海道警察学校を解体して札幌冬季オリンピック選

手村になった

のである。

　また現在の北海道警察学校は、そこから約二キロほど南の方に位置して所在し

ている。

　私は、初任科第２１期生で約２８０人が同期生である。

　同じ時期に初任科第２０期生が入校した。

　この頃の初任科生は、偶数が大学卒、奇数が高校卒であった。

　したがって１９期生は、私達より半年早い高校卒業の期であり、一旦、民間企業

に就職してから警察官になった者が多かった。

　そして警察学校の教養期間は、大学卒が半年、高校卒が一年間と教育期間に長

短があった。



　先輩学生の案内で寮に向かうが途中「酒飲みますか。タバコ吸いますか。」の質

問である。

　まずい！自分は未成年であるのに、函館駅で貰ったウイスキー・タバコが荷物の

中に入っている。

　そしてまた入校後、抜き打ち的に所持品検査があるとも言う。

　自分はアルコールにはめっぽう弱いので、寮に入ってすぐに年長者に渡して飲ん

で貰った。

　タバコは、自分で隠れて吸い処分してしまった。

　もちろん寮内は飲酒禁止であったので、年長者がどのように飲酒したか知る由も

ないが、多分、夜中にこっそり寝酒で飲んでしまったのであろう。

　更に驚いたことに、入校後、間もなく全学生が指紋を採られたのである。

　通常は、罪を犯した者が任意あるいは強制的に指紋採取されるのであるが、後

にして思えば不適格者排除の一環であったのであろう。

　犯罪現場に残された指紋（警察の専門用語で「遺留指紋」と言う。）と照合するた

めに活用されたのは、その後の学校教養の中で知ることになる。

　それ以外の理由は、考えられない。

　確かに同期生の中で理由が分からないうちに退校処分になった者がおり、おそら

く指紋照合により警察官拝命前の犯罪が発覚したことにより退職したのだろうと勝

手に想像した。

　こうした不合理な採取指紋は、私が死ぬまで警察組織に残り続けるのであろうか、

と今でも思い出す。

　このようにいきなり異色の世界に飛び込んだ私達であるが、中には入校式を迎え

ることなくホームシックにかかったのか、夜逃げ同様にいなくなり実家に帰った学生

もいた。

　そして当然、学校側には、荷物の送り返しをお願いして来た。 



第２回　寮生活　

　「お控えなすって、手前生国と発しますは○○でござんす。・・・・」んっ、んっ？な

んだ、なんだ、この部屋は！忘れもしない入校間もない寮内での出来事である。

　社会を知らない警察官の卵同志が、これから一年間教育される北海道警察学校

の寮の中で、ヤクザ者顔負けの喧嘩の始まりである。

　原因は、机を揺すった、揺すらないの他愛のないことである。

　一つの机を四人で使用するため、一人が消しゴムを使うと机全体がグラグラと揺

れるのであり、それも結構な揺れなのである。

　八人部屋は、いつしか八本足の蛸に例えて「タコ部屋」と呼ばれるようになってい

た。

　こんな口論の末、いきなり机の上に上がっての仁義切りである。

　仁義を切ったのは、北海道の帯広出身者、頭に血を昇らせていきり立ち対抗した

のは、私と同じ函館出身者である。どうなることかと唖然としていると、仲を取り持っ

たのは元自衛官の年長者であった。

　ヤクザ者の世界ならいざ知らず、みんな高校卒業、あるいは数年民間企業で働

いて来た者達の集まりである。いきなり血の気の多い若者の虚勢の張り合いでビッ

クリする自分。

　しかし目立つのは、やはり元自衛官。

　なぜか彼らは礼儀作法が抜きん出ていたし、話し方が大人であった。

　こうして大変ながらも警察官教育のスタートが始まった。

　起床から就寝まで規則に縛られ通しの団体生活の中にも、正義感に燃えた若か

りし頃の自分や同期生の懐かしい顔が思い浮かぶ。

　振り返れば辛くもあり、そしてまた楽しい思い出の一年間であった。

　余談であるが、この仁義を切った男は一年後、北海道の東側に位置する釧路警

察署に配置となったが、非番日に繁華街に飲みにでかけヤクザ者と喧嘩になった。

　相手をボコボコに殴り倒し、制服のお巡りさんが現場に駆け付けたときにはトンズ

ラしていた。

　逃走していたのである。白のエナメル靴を履き、額の両脇に剃りを入れて繁華街

を闊歩していたのだからヤクザ者顔負けの容貌である。

　翌日は何食わぬ顔で制服を着て勤務していたというから更に驚きである。

　風の便りでは、この一件は被疑者不明の傷害事件で処理されたらしい。

　同期生には、こんな強者もいたのであるが、今では懐かしい昔話である。

　寮は、アメリカの進駐軍が使用した建物である。

　建物の大小はあるが、概ね八人部屋が四室、四人部屋が四室の計四八人が入

れる寮になっていた。

　トイレは洋式であったため、私は前と後の使用方法が分からない全くのトイレオン



チであった。

　クラスは五組まであり、ぎゅうぎゅう詰めで寮に押しこめられた約二八〇人の新米

巡査は、警察官大量生産時代の象徴でもあった。

　風呂といえば機動隊と共同使用であるため、五〇人も入れば洗い場も身動きが

できないくらい狭い。

　浴槽はまさに大根の洗い場の様相を呈していた。

　ましてや大先輩の機動隊員が、でかい顔をして洗い場を占領している。

　一年間の入浴は、蛙の行水だったと今でも思う。

　そのため小遣いに余裕のあった時は、銭湯でささやかな贅沢に浸りながら心身

共にリフレッシュするのが唯一の楽しみでもあった。

　日課は起床に始まり、布団たたみ、掃除、朝の点呼・警察体操・駆け足、朝食で

ある。

　納豆と塩辛が朝食の定番であったが好き嫌いは言っていられない。

　私は納豆と塩辛が大の苦手であったが、卒業までには驚くことに好物に変身して

いた。

　学生が持ち回りで食事当番をしたが、ごはん・みそ汁等の粗食でも構わなかった。

　食欲旺盛な仲間たちは、とにかく喰わなければ体がもたないとの思いで嫌いなも

のも無理して胃袋に詰め込んだ。

　授業は、九〇分で四時限、午後の四時ころから情操教育・クラブ活動など。

　夜の点呼は、真冬でも外に整列である。特に冬の点呼は防寒外套は脛までくる

長さのものを着用する。

　外出は、入校後一か月は禁止であった。閉鎖的な警察体質の最たるものだった。

　外出解禁日の外の空気の美味いこと、美味いこと。加えて女性がひときわ綺麗に

見える。

　それもそうだ。学校生活で女性を見るのは売店のおばさん・炊事のおばさん・寮

の周りにあった官舎に住む教官のお嬢さんくらいのものだった。

　未成年であった私は、高校一年生の時にタバコを覚えていたため、この外出時に

は目まいがするほど喫煙に没頭した。学校側に知れれば始末書を取られ警告一

回となる。

　ずる賢い私は、授業の合間の休憩時には成人者の喫煙場所に近づいて雑談を

聞いている振りをして、いわゆる受動喫煙、副煙を思いっきり吸ってニコチン切れ

対策を講じていた。

　夜は夜で、部屋長が寝静まった頃合いを見計らい、同じワルの同期生とともに窓

を開けてこっそり喫煙であった。寮の外周を巡回パトロールする教官から「誰だ、窓

を開けているのは！早く寝ろ！」と怒鳴られること、しばしばであった。

　幸いにも自分達の部屋は寮の二階にあり、加えて寮は夜間になれば内側から施

錠するため教官といえども寮には入れない構造になっていたため悪ガキの喫煙溜

まり場と化していた。



第３回　授業風景雑感　

柔剣道

　術科の柔道と剣道の思い出から綴ろう。柔道では、教官に首を絞められて落ちる

寸前になった。

　体重５７ Kgの私が１５０ Kgを超える超重量級の教授に絞め技をくらったからたま

らない。

　参った、と手足をバタバタさせて意志表示すればいいものを、逆に堪えに堪え抜

いてしまったから大変である。仮死状態になった方が良かったのだろうが、踏ん

張ったそれがいけなかった。

　結果は、両目の毛細血管がプッツンと切れてしまったのである。

　白目がなくなりウサギと同じ赤目であり、完治するまで一カ月くらいかかった。

　痩せのヤセ我慢とはまさにこのことだった。

　更に参ったのは、剣道の授業である。

　当時は今のように柔剣道いずれかを選択するのではなく、両方の授業を受けさせ

られた。

　剣道有段者は自分の剣道具を持っていたが、多くの学生は学校の備品を使用し

た。

　悲劇は、前の授業で使った濡れ濡れの面を顔に当てる時である。

　１０分ほど前に使い終えて、汗でヌルヌルの面を装着する時ことのイヤだのなん

だのって例えようがない。

　汗臭いのとヌルヌルを堪え忍んで「１，２，３」で一気に顔に装着する。

　臭いのなんのって、この感触・においは体験した者しか分からない。

逮捕術

　初めて習う犯人逮捕の極意技であるが、繰り返し繰り返してイヤになるほどの反

復訓練が、やがて身に染み込んでイザという時に非常に役立った。

　中でも「小手返し(こてがえし)」という技は、体力の優劣に関係なくコツを覚えれば

大男でもひれ伏させることができるのである。最近、警察が市民女性に行っている

「護身術講習会」での定番技の一つである。

　試合では、剣道同様に面を装着するが、普段の授業での装着場面は少なかった

のでホッとしたものである。逮捕術の試合は、剣道の防具を装着しての「キックボク

シング」を想像して貰えばいい。

けん銃

　けん銃を初めて発射した時の驚きは、今でも鮮明に蘇る。

　現在は、ニューナンブ式の日本人の掌にマッチするものが主流を占めているが、

当時はスミスアンドウエッソン（通称S&W38口径）という銃(じゅう)把(は)と呼ばれる



握り部分が大きいものであった。

　反動で下手をするとけん銃が手からこぼれ落ちそうになる。

　射撃場は、札幌市の藻岩山の麓にあり、毎回射撃の成績が学校の廊下に張り出

された。

　射撃場まではバスで行くことになるが、前回の得点の高い者から順に席に座るこ

とができる。

　満席になればそれ以外の学生は立ったまま、「命中の原理・原則やけん銃安全

五則」を繰り返して暗唱させられながら３０分ほどの時間を要して射撃場に向かう。

　卒業までに検定があり、初級・中級・上級に各学生の射撃の腕前がランク付けさ

れる。

　二一メートル離れた標的に１回５発づつ、遅撃ち・早撃ち・時間撃ちを行う。

　遅撃ちは、５分以内に５発を撃ち、早撃ちは５秒間だけ標的が出るのでその間に

１発を撃つ、５秒経つと標的は隠れる。

　時間撃ちは３０秒以内に５発全てを撃つという技術のものであった。

　銃口を他の学生に向けたら大変なことになる。

　ニックネーム「忍者」ことＴ巡査部長の助教は、いつどこからともなくこっそり現れ、

さぼったりけん銃をもて遊んでいる学生に気合いを入れる。

　警部補は教官、巡査部長は助教と呼ばれたが、全国の警察学校もこの職名の呼

び名は変わらない。

　標的に当たらなければ「弾痕不明！齋藤、けん銃クソ掴み～！」の罵声が飛ぶ。

　「何をやっとるんじゃ！馬鹿ったれ～！」と言って私の後ろに回り捕縄(ほじょう)を

出させ引き金に通す。

　捕縄とは、警察官の携行必需品の６メートルの紐であり、犯人逮捕時に戒具が不

足した時に活用するものであったが、今の警察官には所持規定がなくなった。

　「お前は照(しょう)星(せい)と照(しょう)門(もん)（銃身の前と後ろにある目印のこと）

だけを合わせろ！標的は見るな！標的はぼんやりでいい！」自分は引き金を引くこ

とができない。

　助教の主導であり、忘れたころにズドーン、轟音とともに弾丸が発射する。

　「ほら、見れ！弾はドンドン真ん中、ど真ん中じゃ～！」

　こうしてけん銃の持つ怖さについて身を持って教え込まれたのである。

　更にけん銃授業で怖かったのは、弾丸が発射されず銃身の中で詰まった時と隣

の学生の撃った弾の火花が飛んでくる時であった。授業訓練実包は、鉛弾である

ため銃身の途中で弾丸が停滞してしまい、暴発するのではないかと思い手を挙げ

る。要は『先生、早く来て～！』との心境で必至に『忍者』へ SOSを出すのであるが、

その当時を思い起こせば同じ体験をした学生の顔々も浮かび、今では滑稽でもあ

り懐かしくもある出来事であった。火花は「あちっちぃ！」と瞬間的に熱さを感じるだ

けであったが、常に危険と背中合わせの授業でもあった。



点検・礼式・教練・けん銃操法(そうほう)

　点検とは、警察官の携帯品である警察手帳、捕縄(ほじょう)（今はない）、手錠、

警笛(けいてき)、けん銃の装着状態をチェックするもの、礼式とは、屋内外での敬

礼の仕方、上司の面前での申告のあり方を訓練するもの、教練とは、部隊行動を

号令一つでコントロ－ルし、されるものと理解して貰えば良いだろう。

　いずれの術科も夏は炎天下の屋外で、冬は体育館がなかったので厳寒期のグラ

ンドで行われた。

したがって夏は汗だく、冬は手がかじかんでしまうほど（素手のため手の感覚がなく

なる）厳しかった。点検は指揮官の指揮の元に「手帳」の号令で一斉に手帳を出す、

「けん銃」との号令で一斉にけん銃をホルスターから取り出す等、絵になって揃うま

で、これも繰り返し繰り返し訓練をさせられるのである。　礼式も屋外での挙手注目

の敬礼、室内での敬礼など同様にきれいに揃うまで徹底して訓練させられる。

　更には、「回れ右」「右向け右」「左向け左」の反復訓練である。

　教練は、停止間と行進間での隊列及び方向変換はこれまた大変。

　号令を理解していなければめちゃくちゃな行進になる。間違う者が必ず出てくる。

　右足を出せば右手が、左足を出せば左手が一緒に出てしまい、全く様にならない。

　いわゆるロボット行進になってしまうのである。緊張する者は、決まってやってしま



う。

　本人は間違っていないと思って平然とやるから、見ている周りの学生にとっては

爆笑そのものであった。右足を出した時は左手が、左足を出した時は右手が出れ

ば自然というものだが、緊張のあまり、身体がそう動いてくれない。頭と体が一致し

ないと、隊列が乱れて同僚に迷惑をかけてしまう。

まさに汗と涙の結晶であった。第一線に出て凜とした行動を取れるのもこうした教

官達の熱意溢れる厳しい訓練のたまものなのであった。

　ちなみに警察では、市民と接する交番・駐在所勤務を擁する警察署の現場を一

般的に第一線と呼ぶ。

　けん銃操法も、けん銃の出し入れ、弾の装填・弾抜き等、けん銃操法をスムーズ

に行うための繰り返し繰り返しの訓練で身体に染みこむまで教え込まれた。

救急法・水泳・スキー・警察体操

　「ワン・ツー・スリー・ワン・ツー」日本赤十字社の救急法指導員の足下にも及ばな

いが、人工呼吸措置を取る時の掛け声である。

　三角巾(さんかくきん)の使い方、人工呼吸の仕方、どれを取っても満足に出来な

かった私であるが、なんとか「救急法初級」をいただいた。

　ただ「マウスツーマウス」男同士の「口から口への蘇生法」だけはいただけなかっ

た。

　水泳は、今でもカナヅチである。

　現在の北海道警察学校には立派なプールがあるものの、当時は年に１～２回、

海水浴場に「水難救助訓練」として出かけた。海水浴ではなく、あくまでも授業の一

環の訓練であった。

　スキーは愚息らが成長してから本格的に覚えたが、初任科生当時は、スキー靴

すら履いたこともない。しかしこれも必修科目であったが、今のようなカラフルなウ

エアやスキー板ではない。もちろん、板にはエッジがなかったし、ストックも竹製で

あった。

　概ね午後の授業であったが、スキー用具保管倉庫から借り出すのがひと苦労で

あった。

　早い者勝ちで、まともそうな靴・スキー板・ストックを手にすることができた学生は

幸運であった。

　遅れて行ったら大変である。左右のスキー板が不揃い、ストックも左右の長さが

違う、靴は大き過ぎたり小さ過ぎたりで散々であった。ウエアもない学生は例の防

寒外套などを着用した。

　現在の北海道警察学校の東側に通称「桜山」という小高い丘があった。

　ここがスキー授業の場所である。



　スキー技術のレベルを見るために滑走させられるが、止め方が分からない。

　怖いとか出来ませんなどと言えるものではない。

　度胸を決めて滑走したが、いきなり雪山に突っ込み雪で顔を洗ってしまった。

　一回の滑りで上・中・下のランクにふるい分けられ、勿論私は下の下であった。

　そしてスキーの下手くそな私は、週末になると外出返上を指示され学校のグラン

ドで歩くスキーの特別訓練であった。

　宮城県出身のＴ巡査も私と同じく下手くそで、お互い励まし合って特別訓練を受け

た。

その甲斐あって卒業時にはＴ巡査とともに「警察スキー検定初級」をいただいたが、

これも今では懐かしい思い出の一コマである。

　体操と言えばＮＨＫのラジオ体操を思い浮かべるだろうが、警察には「警察体操」

というオリジナルの体操がある。

　これも繰り返しての練習で自然と身についてしまった。

　退職後の今でも警察体操の音楽をハミングして体を動かせるのだから、習慣とは

恐ろしい。

警備実施

　ストライキやデモでの機動隊の活動を想像して貰えればよいだろう。

　ただ、装備面では、現在と比較にならないほど遙かに劣っていた。

　これも点検と同様、夏の暑さ・冬の寒さが難敵であったが、部隊でのデモ規制要

領など警察署に配置後、すぐに役立つ訓練であった。

　ただ７０年（昭和４５年）の「安保闘争」時期直前になると投石・火炎瓶などの洗礼

を受けた。

　北海道警察の警備部隊が真の実力を付けるようになったのは、この頃からでは

なかっただろうか。

　昭和４４年から４５年にかけての警備出動は後述したい。

座学など

　座学は、憲法、警察行政法、刑事訴訟法、民法、警務・刑事・鑑識・防犯・交通・

警備など警察専門知識、けん銃、救急法などであった。中でも私は防犯警察の授

業に強く心を惹かれた。

　一線警察署に配置後、結果的に防犯警察（現在の生活安全警察）の道を長く歩

むことになる。

　また法学である憲法、警察行政法、刑事訴訟法、民法は授業のたびに頭が痺れ

たものの、やはり「刑事訴訟法」が一番好きであったし、特に捜査プロセスを身につ

けるのに大いに役立ったのは言うまでもない。

　情操教育では、お茶、書道、囲碁、民謡、詩吟などの部外講師の教養である。



　お茶は、甘い一口まんじゅうをほおばって苦いお茶を飲み干すのであるが、私は

甘いものにありつける楽しみをいつのまにか覚えていた。

　いまでも安価なお茶をおいしく点てられるのは、この時の教養のおかげと感謝し

ている。

  



第４回　生活設計指導　

　警察学校で教養を受けながら給料、ボーナスが貰えた。

　授業中の居眠りなどは、税金を払っている道民の皆さんには申し訳がなくてでき

ないのであるが、実際、午後の座学ではいきなり睡魔に襲われる。

　毎月、給料が出た。当時の初任給は１８,０００円位であっただろうか。

　その中から柔道着代、参考書代など諸々が引き去りされ挙げ句の果てに「強制

貯金」をさせられた。

　自分の金であるが自由に使えない縛りのかかったお金で、1か月の小遣いは３,０

００円と決められていた。不足が生じたら教官室に行って理由を申告して貯金を下

ろす。

　自分のお金であるがなかなか教官室には行きにくいため極力、限られた小遣い

で一か月を過ごした。

　また週末の食事を欠食すると後日、若干の返戻金があるので大いに助かった。

　１回外出すると交通費、映画、食事代などで１，０００円程度かかる時代であった

ので、もっぱら街には出かけず　　近くの真駒内公園で思いっきりの喫煙と芝生の

上でのゴロ寝で過ごした。

　特に昼食・夕食などを欠食した時は、近くのパン屋さんで角食パンの耳（サンド

イッチ等の調理パンのために四隅を切り落とした部分）を買うことを覚えた。

　瞬く間に同期生の間に口コミで知れ渡るところとなり、品薄もしばしばであった。

　小遣いの残っている同期生は、ジャムなどを付けたりソーセージを挟んで食べる

者もいたが、自分はパンの耳と水で過ごした。

　しかし、このパンの耳の一件はまもなく教官に知れるところとなり、「警察官がみっ

ともない買い物をするな」とのお叱りを受けてパン屋さんから足が遠のいてしまった。

　強制貯金の方は抵抗感があったものの、結局、学校の指導に従ったおかげで卒

業する時には、９万円ほどの貯金が出来ていた。卒業の時が来た。

　成績の優秀な者は、優等賞・努力賞である。私は卒業証書と皆勤証書だけであっ

た。

　私のような痩せでも皆勤だったことに感慨もひとしおなものがこみ上げてくる。

　晴れて卒業できたのは２６６名であったが、自分の卒業成績と順位は、１４年後の

８０年（昭和 55年）４月に北海道警察学校教官で勤務して知るところとなり愕然とす

るのである。



第５回　新米巡査の巣立ちそして奮闘　

- 初めての交番勤務 -

　 １年間の教養を受け私を含む同期生１６人は、札幌東警察署（現在の白石警察

署）に赴任することになる。０５年（平成１７年）１２月現在の札幌市内の警察署は、

麻雀の字牌に似ている。

　中央・東・西・北・南・白石・豊平・厚別・手稲警察署の９警察署であるが、札幌市

内には発寒という地区があるので、この地区名を冠にした警察署があればまさに

「東南西北白発中（トン・ナン・シャー・ペー・ハク・ハツ・チュン）」になるのでは？な

どとくだらないことを想像する。

　札幌市内警察署の統合の歴史は複雑なのでここでは割愛するが、６７年（昭和４

２年）当時の札幌市内警察署は、中央・東・西・北の四警察署であった。

　頭に札幌がついて札幌中央警察署などと呼んでいた。

　私は東警察署の巡査派出所（現在の交番）を振り出しに美園・月寒・東月寒（現

在ある札幌ドームの前に所在した）の４派出所を通算で４年４か月勤務した。

　新米巡査が派出所勤務で奮闘した思い出から記してみたい。

　一つは、巡回連絡である。各家庭や事業所を一軒ずつ訪問して家族構成の変更

や警察に対する要望を聞いたり戸締まりの防犯指導をするものである。

　一般市民との対話の難しさ、そして警察官の制服効果には正直言って驚いた。

　表面上は若いお巡りさんで、市民から見れば新米・ベテランは全く関係ないので

ある。

　市民の警察官を見る目は、警察は市民の安全を守ってくれるのか、何かあった時、

真剣に市民のためになって働いてくれるのか、である。しかし、自分は実務経験が

ないだけ余計に不安が増幅する。

　何か事件を届けられたらどうしようか、と常に不安との背中合わせである。

　菊水派出所は、番長と呼んでいた年長の巡査（この頃、巡査長という階級制度が

でき巡査の中から抜擢される。）以下、新米の自分を含めて５人勤務であった。

　最初のうちは先輩の同行指導があるが、徐々に一人立ちをさせられる。

　慣れて来た頃には、早寝専門、要は午前２時からは一人勤務専門となる。

　派出所勤務でも、ゆっくり仮眠できるのは、遅寝の午前２時から寝る者達である。

　と言うのは、午前６時には起床しなくてもいいからである。

　早寝は午後１０時に仮眠に入って午前２時には必ず起こされる。

　寝付かれずにウトウト、いきなり午前２時には「クニ、交代だ」と叩き起こされる。

　「は～ぃ？」と返事はして躰を起こすものの、今度は布団の上で正座したまま、ま

た寝始めている。

　「クニ、本当に起きれよ」の先輩の大きい声で我に返る。

　『あ～ぁ、いやだなぁ。何で警察官になってしまったのかなぁ』と時折「何でお巡り

になったのか」退職の２文字が　頭をかすめたものである。



　当時の派出所は、当初、二交代制で「甲部」「乙部」に分かれ、当直・非番を６回

繰り返して６回目の非番の後に労休（完全に朝からゆっくり休める日）が２日続いて

いた。

　当直は、朝８時３０分から翌日の朝８時３０分までの勤務であるが、交代が来るの

は概ね１０時過ぎ、本署に戻ってけん銃を返納、必要な事務処理をして寮に帰るの

は、昼前後の繰り返しであり、本当に激務だったと今でもそう思う。

　２４時間のうち休憩が８時間、その８時間休憩のうち連続して仮眠休憩できるのは、

４時間である。

　そしてやっと目覚めてからが、新米巡査一人でのパトロールという大仕事が始ま

るのである。

　菊水派出所の私の部ではなかったが、ほかの部では、先輩達が夜間の警ら（巡

回パトロール）をサボっていたことがあった。

　新米は、先輩達の指定されたパトロール時間を把握して警ら箱まで行って先輩達

のハンコを押して来るのである。

　ちなみに当時のパトロールは路線が決まっており、要所要所の民家軒下に警ら

箱というものを取り付け、その中に押印する用紙が入っていた。

　監督巡査部長は、抜き打ち的にこの警ら箱のあるところを巡回する。

　きちんとパトロールをしていなければ一発でいい加減な勤務がバレて責任を取ら

される。

　監督巡査部長の動きが分かれば、だんだんと要領を覚えてこのパトロールをさぼ

るのである。

　そしてあたかも指定時間にパトロールをしたかのように押印しに行くのがこの部

の新米の大事な仕事になっていた。

　ところが、この新米巡査は、帯革（けん銃や警棒を装着する腰ベルトのこと。）の

臍位置のバックルに先輩の印鑑を挟んでパトロールに出たが、その印鑑一本を落

としてしまったから大変である。

　あわてた新米巡査は、パトロールならぬ印鑑探しで汲々として、最後まで発見で

きなかったという、笑い話にもならないことが実際にまかり通っていた。

　こんないい加減な部もあったが、中でも当時の菊水派出所の私の部は、まとまり

もあり本当に多忙を極めた。一晩に傷害被疑者など四人を現行犯逮捕した時は、

一睡もしないで走り回った。

　本当に良き先輩に指導を受けたと感謝しているし、ここでの鍛えられたことで仕事

を覚え、専務警察である防犯部門に進むきっかけになったと思っている。

　これほどまでにきつい勤務に耐えたら、唯一のたのしみは寮に帰って爆睡であっ

た。

　寮は独身寮で、基本的には先輩と新米の二人が一部屋を利用するが、寮長や大

先輩になれば一人部屋に入ることもできた。



　また、その後勤務形態が変わり、一部・二部・三部の三交代制で基本的には、当

直・非番・日勤・労休のパターンとなったのである。

　ちなみに同室者は一年先輩であったが、この先輩の紹介で今の家内と知り合っ

た。

　家内に一目惚れされて？２２歳で結婚してしまった。家内は２１歳であった。

当時は、娯楽といえば映画・ぱちんこが主流であったが寮では、麻雀が盛んであり、

麻雀の知らない自分も覚える　羽目になる。しかし、誰一人として賭け麻雀をしな

かったのは感心した。

　警察官としての自覚があったからなのか、金がなかったからなのかは知らないが、

理由は多分、後者ではなかったかと思う。

-　交番で無賃乗車事件発生 -

　美園派出所で午前２時から起きて一人勤務をしていた時である。

　ハイヤーが一台、派出所前に横付けした。

　運転手が降りてきて「お客さんが酔いつぶれて起きない。何とかして欲しい」との

届け出である。

　私はその男を揺り動かして起こし一旦、派出所内に招き入れた。

　住所などを聞いているうちに「トイレに行きたい」と言い派出所のトイレを利用させ

た。

　小便なら２分くらいと思い途中で声をかけると「もう少し」と言う。

　５分くらい経ったころであろうか。「お～ぃ」と声をかける。今度は無返答である。

　おかしいな、と思いつつ声をかけトイレドアを叩いてもやはり反応がない。

　外から開けようとしたが、内側からロックしている。急に心臓がバクつく。

　『あっ～。無賃乗車をやられたなっ！』と咄嗟に思い急いで外に回った。

　なんと３０センチ四方のトイレの窓が全解放である。外からトイレ内を覗いたが男

はいない。

　この酔客は、派出所の窓からまんまと逃走したのであるが、こうなったら自分は

パニック状態に陥った。先輩番長を起こし、本署に報告、隣接派出所の同期生に応

援依頼、結果は犯人逃走のまま行方不明。運転手さんには、謝りながら詐欺の被

害届を提出して貰う。

　自分は捜査書類一式を作成するはめになり非番日でも帰寮できず、遅くまで不始

末の処理に汲々とした。被害届に被害場所を「札幌方面東警察署美園巡査派出

所」と記載させた時は、穴があったら入りたいほど身の置き場に困った。

-　ビビる・けん銃を盗まれる・違法逮捕　　お巡りさんもいろいろ -

　犯人逮捕でビビった話からしよう。月寒巡査派出所である。

　飲食店での花札賭博で被疑者６人を私と卒業前の実習で配置になった見習いの

初任科生の２人で現行犯逮捕してしまい膝の震えが止まらなかった事件である。

　これも早寝で午前２時からの勤務の時である。

　初任科生は、もちろんけん銃なしの丸腰、警棒のみである。



　深夜、管内の飲食店街をパトロール中、普段であればとっくに消灯、閉店している

はずの飲食店が営業中であり立ち寄った。

　「こんばんわ」挨拶をして店内に立ち入りしたところ小上がりで花札に興じている

場面が目に飛び込んで来た。傍には現金が無造作に置かれていたが、瞬間的に

『やばい。花札賭博だ』と分かった。

　腰を引く訳にもいかないし、見て見ぬふりはとてもできない。

　被疑者がおり、見習い実習の初任科生がいる。しかし相手は６人である。自分の

声が上ずっている。

　こうなったら腹を決めてとにかくバカでかい声しかない、と思った。「動くな！」と先

手を打ってハッタリを効かせた。被疑者らは何の抵抗もしなかった。

　しかしこの時には、既に自分の膝がガクガク震えて、その震えが止まってくれない

のである。

　やっとの思いで何とか状況を把握し「全員を賭博の現行犯で逮捕する」と大見得

を切った。

　応援を求める無線機という通信手段のない時代のことである。

　電話を架け本署等からの応援を求める気持ちの余裕もない。

　手錠は私と実習生各一個ずつはあるが、片手錠としても四人しか掛けることがで

きない。

　手錠を掛ける時に私の手の震えを見られたら・・・等々迷った。腹を決めて一列縦

隊に並ばせた。

　「一列に並べ～ぃ！」もうハッタリしかなかった。個々の被疑者には、「お前は座布

団を持て」「お前は花札」「お前は現金」というふうに任務付与をした。

　何と現行犯逮捕した被疑者６人手錠なし、おまけに証拠品を分散携行させ、やっ

との思いで８００メートルくらいの距離を歩かせ派出所に連行した。

　寝ている先輩・同僚達を起こして本署へ報告、身柄を本署に搬送した時の安堵感

は今でも忘れない。

　危険を顧みない猪突猛進の行動に反省しきりであった。

　同じ月寒派出所で違う部の同期生のＭ巡査が、勤務中に居眠りをしてけん銃を

盗まれた。

　午前２時からの勤務中、パトロールに出ないでサボって派出所内で居眠りをして

しまったからたまらない。コックリこっくり、椅子に座ったままの姿勢で熟睡である。

　バターン！派出所の出入り口の戸が大きな音をたてて閉まる。

　この音でやっと目が覚めたＭ巡査の目の前には、鬼の監督部長であるＳ巡査部

長が立っていたからたまらない。当時の監督巡査部長は、我々巡査の立場から見

たら大変な権限があった。

　同期のＭ巡査は、派出所内での居眠りを監督部長に見つかったのだから絶対絶

命。

　緊張のあまり右腰が軽くなっていることすら分からない。ほどなく監督部長は叫ん

だ。



　「Ｍ、お前のけん銃はどうした！」の大声である。

　はっ！と我に返り右のホルスター（けん銃入れケースのこと。）を見た。けん銃が

ないのである。

　彼は寮に帰って来てから「クニ、血の気が引いたなんていうものでなかった。」と

言う。

　そりゃそうだろう。警察官として命の次に大事なものがなくなっているのだから・・。

　真相は、鬼の監督部長が隠匿していたのである。

　この部長は、警察学校の恩師、防犯警察の授業を担当したＳ助教だった。それに

しても恐れ入った。

　普通なら始末書当然のところを「Ｍ君、油断するなよ！」の叱咤だけであった。

　それにしても同期のＭもけん銃の釣り紐をはずされても気づかずに爆睡したのは、

とんでもないことであった。その後Ｍが、気を抜かずに奮闘したのは言うまでもない

が、私もＭの体験を「他山の石」としたのである。

　現在ある札幌ドームのそばに当時あった東月寒巡査派出所での勤務時のことで

ある。

　この時が初めての単独・一人勤務であった。今は新興住宅が建ち並んでいるもの

の、その当時は、日糧製パン工場のほか商店・民家が若干である。

　一番嫌だったのが墓地の横をパトロールする時であった。若かったのに、本当に

度胸がなかった。

　墓地の横を通る度に背筋がゾクゾクしたものである。

　徐々に家が建ち並んで来た頃のことであるが、住宅の新築工事現場から大工道

具一式が盗まれた。

　現場に臨場して落胆している被害者の大工さんから事情を聞いたり現場付近を

見て回った。

　ところが何と、現場から５０メートルくらい離れた雑草の生い茂った側溝の中に大

工道具らしいものが隠匿した状態であるではないか。被害者に確認させたところ被

害品に間違いないと言う。

　ということは犯人がこの品物を取りに来るだろうと考え、本署に報告して一人で制

服の上にジャンバーをはおって、とうもろこし畑の中で張り込みを開始した。

　運のついている時はこういうもので、二時間くらいで犯人？がやって来た。

　いきなり私の目の前でこちらを向いて立小便である。

　周りを警戒しているのが畑の中から良～く分かる。私は心臓がドキドキばくばく。

　早く大工道具に手をつけれ～！と期待していたところ、案の定かがみ込んで大工

道具入りの箱を側溝から取り出したのである。

　『今だ！』私はとうきび畑から脱兎のごとく飛び出したからたまらない。

　びっくりしたのは犯人の方。大工道具を路上に放り投げ、逃げるわ、走るわ。

　なんと今度はキャベツ畑での追いかけっこになってしまった。



　犯人も私も成熟したキャベツに上がっては、スッテンコロリン。

　「待て～っ。警察だぁ」やっとの思いで犯人を取り押さえてものも言わずに手錠を

かけてしまった。

　その上にけん銃の授業で使った例の捕縄を活用して犯人の躰をぐるぐる巻きにし

た。

　遂に取り押さえたぞ！の達成感。

　パトカーの応援を受けて意気揚々と本署に連行したが、有頂天になれたのもここ

までであった。

　「齋藤、お前何（罪）で逮捕した？」と刑事係長は聞いてきた。「窃盗です。工事場

荒らしです」

　「んっ？やっこさん、認めたのか」「いいえ。窃盗が無理ならぞう物運搬はどうです

か？」

　何か自分が窮地に立つ羽目になって来た感じがした。

　ぞう物運搬というのは、盗んだ物を運搬する犯罪であるが、知ったかぶりもここま

で。

　刑事係長曰く「齋藤、あのなぁ、お前もっと勉強せ～よ。分かった、俺達があいつ

を落とすから」

　刑法では一見犯罪のようであるが、詰めが甘いまま逮捕してしまったのである。

　自供させる前に逮捕してしまった。刑事係長は優しく諭すように話してくれた。

　結局、刑事係長が言った通り、プロの刑事が被疑者を落とし（自供させること）緊

急逮捕することになった。

　私の目から見れば当時の刑事は職人芸だと思ったし、その意気込みをまざまざと

見せつけられた。

　刑事でもいい、防犯でもいい、早く捜査のプロになりたい、先輩達に近づきたいと

羨望のまなざしで刑事の背中を見つめる自分がいた。

　今では、後輩を厳しくそして優しく育成する気概の幹部は、どれだけ居るだろうか。

　私が新米巡査になった当時、既に組織ぐるみの裏金はあったようだが、自分はま

だ不正に染まってはいなかった。

　そして刑事達の部下の指導育成に懸ける情熱は、今とは比べものにならないほ

ど熱かった。 



第６回　初警備出動で投石・火炎瓶の洗礼　

　忘れもしない。

　６９年（昭和４４年）１１月８日、北海道大学の閉鎖解除警備が行われた日である。

　北海道大学は、過激派学生に占領されていた。

　私は、東警察署の外勤係であったが「警備隊」という各警察署からの寄せ集め部

隊員として兼務発令されていた。

　当時の機動隊は一個中隊（１００人）規模であったが、私が所属した部隊は、機動

隊の第二中隊的な存在であったと理解して貰えばいい。

　この封鎖解除の直前に札幌から５０Ｋｍほど離れた長沼町での「長沼ミサイル基

地反対闘争」警備に出動した。

　発足間もないこの警備隊は、デモ行進してくる学生達の正面に配置させられて学

生達と対峙した。

　まもなく飛んで来る、飛んでくる。石や火炎瓶である。

　三畳間ほどの広さの防石ネットは何の役にも立たない、と言うより訓練不足であ

る。

　ネットが絡まり、頼りになるのはまな板みたいな３０センチ四方の個人携帯防石小

盾一枚である。

　学生の投石を受けてヘルメット前面プラスチックライナーが割れて額から血を流し

仁王立ちしている隊員、デモ学生を捕まえようとして学生とドブのような側溝に転落

している泥んこだらけになっている隊員等々、散々であった。

　火炎瓶が飛んでくれば路上で燃えている火炎瓶の火を消してしまう。

　「馬鹿っ！消火器は隊員に火が点いた時に使うんだ！」と怒鳴る指揮官。

　本当に修羅場であった。

　機動隊（本機(ほんき)と呼んでいた）は、道路脇から学生を攻める遊撃隊であった。

　訓練不足の部隊がデモ学生達の正面に配置させられ、投石・火炎瓶の洗礼を受

けるのだから、怪我をしない方が不思議なくらいであった。

　現場が沈静化して気がついた時、私は無傷であったものの多くの隊員は負傷し

ていた。

　この投石・火炎瓶の洗礼を受けた警備隊は、その後この大失敗をバネにして「燃

える集団」と化した。

　とにかく訓練、訓練また訓練。　訓練に明け暮れ、本当に求心力の高まった部隊

に変貌していた。

　しかしガス銃も放水車もない時代であった。

　ソフトボールを投てきして遠方まで投げることができる隊員が「ガス筒」の投てき

手であった。

　北海道大学の閉鎖解除警備では、警視庁の放水車の応援部隊が投入されて行

われた。



　当時、北海道大学前は電車通りになっていたが、デモ学生達は、電車軌道の敷

石を剥がしこれを砕いて警備部隊めがけての投石であった。

　しかしこの時の警備隊は、長沼での惨敗を見事に跳ね返していた。

　札幌駅のそばに跨線橋（今はない）があり、ここで朝まで張付け警戒に当たった

が、ジュラルミンの楯を支えに立ったままで寝てしまう特技も身についていた。

　「警備隊のような強い部隊が、もう一個中隊あったらなぁ」当時の警備隊長の呟き

は今も忘れない。

　

　北海道大学封鎖解除の際、私は一人の学生を公務執行妨害で逮捕した。

　そして逮捕した学生を札幌中央警察署に連行した。

　現行犯人逮捕手続書を３～４時間かけて作成し終えた。

　がしかし現場では、まだデモ隊との攻防戦が続いていた。

　自分は再び部隊に戻ることになるが、部隊がどこにいるのか探すのにも、これま

た一苦労である。

　無線で戻る場所を確認して貰い、やっとの思いで部隊に戻った。

　なんと警視庁から応援で来ていた放水車に乗せて貰っての部隊への合流であっ

た。

　道中、放水車の心強いことと言ったら・・・・乗ったことのある者でしか分からない。

　しかし放水車にも弱点があった。

　水が無くなったら身動きも不自由で、ただの鉄の塊であった。

　学生達から火炎瓶投てきの洗礼を受けて火だるまになるのがオチであった。

　今では懐かしくもある「投石・火炎瓶」の思い出である。



第７回　防犯警察の思い出　

（１） 防犯警察入門

　派出所勤務をしていたある日、本署の防犯課長に呼ばれた。「齋藤君、防犯に来

ないか」と言う。

　飛び上がらんばかりの喜びであった。「是非やりたいです」迷いはなかった。

　「そうか、分かった。近く幹部会議で署内の異動を協議する。もし外勤課長が君を

外勤から出し

たくない、と言ったら俺は本人に聞いてくれと言うので、その時は防犯に入りたいと

言ってくれよ」

「はい、分かりました」これで幹部会議の結果待ちとなった。

　ほどなく結論が出て、私はすんなり防犯課員となることができ「少年係」に配置さ

れた。

　ところで人生とは何と皮肉なものなのだろうか。

　この時、防犯課に私と一緒に入った者にＳ巡査がいた。

　このＳ巡査とは０４年(平成１６年)３月、北海道警察の裏金問題で対決する運命を

辿るのである。

　私と同じく防犯係課員となった彼は、保安係で許可事務を担当した。

　昭和４６年８月から私は、防犯警察の専務係としてのスタートしたのである。

（２）猟銃暴発

　７３年（昭和４８年）４月、私は巡査部長に昇任してオホーツク海に近い北見警察

署へ赴任して

係名は防犯課保安係主任である。

　この警察署は、道警裏金を告白した時に、前述のＳ巡査が署長となっていた警察

署でもあり、私

の警察人事とはどこまでも皮肉な巡り合わせなのである。

　着任早々、毎月３,０００円が防犯課長から支給された。

　いわゆる裏金のお裾分け、毎月のお小遣いである。

　裏金問題で言うところの情報提供者になりすましての偽領収書作成口止め料と

理解して貰った

方が手っ取り早い。

　毎月、貰った。さしたる抵抗感もなくすんなりいただいた。

　巡査部長になったこと、防犯警察という専務係になったということで優越感のよう

なものが漂い

始めていたような気もする。

　ところがある時、防犯課長と仕事上のトラブルを起こしてしまった。

　腹立たしさのあまり、お小遣い受領を数か月拒否して課長を困らせたが、結局、



受領を再開する

はめになる。

　この警察署では、署内で猟銃を暴発させてしまったが、今でも弾痕が会議室の天

井にめり込んだままのはずである。

　管内の猟銃を許可所持しているハンターは毎年一回、許可銃砲の検査を受けな

ければならない。

　そして本来は法律に抵触するのであるが、管内の猟友会の会員がこの検査のお

手伝いに来てくれていた。

　猟友会の会員は、ハンターから猟銃を受け取り弾倉に弾が装填されていないか

どうかを確認してそれを警察官が更に詳細検査する最中、馴れ過ぎた作業の中で

起きた。

　弾が入っていないと上辺だけの弾倉開示確認をして引き金を引いたからたまらな

い。

　「ズドーン！」会議室の中で轟音が鳴り響いた。

　一瞬何が起きたのか分からず、みんな躰が固まって放心状態になってしまったの

である。

　放心状態から醒め周りを見渡したが血を流して倒れている者はいない。

　なんとライフル銃から発射した弾丸は、会議室の天井にめり込んだ。

　我に返った自分は問題の銃を取り上げて、ハンターを別室に連れて行きライフル

銃の弾倉を確認した。

　なんと弾倉内には、まだ２発の実包が残っているではないか。

　通称、弾型式「３００６」というドでかい１０センチほどの長さのライフル実包であっ

た。

　警察署に猟銃の検査に持って来るのであれば、あらかじめ弾倉を確認して来る

のが常識であろうが、このハンターはこれを怠った。

　おまけに猟友会の善意に甘えて猟銃検査の補助に民間人をお願いしたのが、そ

もそも悪かった。

　当然ながらこのハンターの許可銃砲は、北見方面公安委員会が許可したもので

あったが、全ての所持許可銃は許可取消し処分となった。

　死傷者が出なかったのが何よりもの救いであった。

（３）ほっちゃれ手塩で警部補昇任

　北見警察署に３年勤務した後、７６年（昭和５１年）４月、北見方面本部防犯課に

風紀営業係主任として異動し一年間勤務した。

　この防犯課には、喜怒哀楽が激しすぎる一風変わった所属長がいた。

　カッーとなったら自分の席からラーメンの汁がついた割ばしを投げつける、風邪を

引いて休暇を電話で申し入れると「休むほどかどうか俺が確認する」と言って本部

に出勤させるなどの「変わり種警視」であった。

　しかしこんな所属長でも、自分は可愛がられた。



　気に入った部下にはとことん面倒見が良かったのである。

　ある時、私とＮ巡査部長が課長の公宅に呼ばれた。

　任務は、課長の年賀状宛名書きとお歳暮の準備・発送である。

　お歳暮は、ほっちゃれ鮭を塩蔵して警察庁幹部へ送るためのものであった。

　ほっちゃれとは、鮭の中でも河に遡上して産卵等をする直前のあぶらの落ちた、

いわば元気が無くなってきている鮭を北海道ではこう呼ぶ。

　鮭の購入原資はもちろん裏金である。

　次席は、この課長に裏金を思いっきり使われるのでよくグチをこぼしていた。

　私とＮ部長は「参った、参った」と冗談を言いながら、粗塩を鮭の腹にこすりつけて

お歳暮の箱詰めをしたものである。

　お歳暮の送り先は、北海道警察から警察庁防犯課に出向していた警部宛であっ

た。

　警部を介して警察庁の幹部へ渡していただくお歳暮である。

　お歳暮の箱詰めが終わった後は、「生寿司」までご馳走になった。

　翌年、私とＮ巡査部長は、警部補一次試験（論文）に合格した。

　警部補昇任二次試験（面接と術科）は、札幌の北海道警察学校で行われた。

　結果は、私だけ合格であった。

　Ｎ部長は不合格になったが、結果的に彼は不合格になって良かったと思った。

　と言うのも妻子ある身でありながら独身を装い、ＯＬと不適切な交際をし挙げ句の

果てに結婚の約束までしていたことが発覚するのである。

　私が北見を離れた直後のことであったが、Ｎ部長の交際していた相手女性のご

両親が本部の防犯課を訪れた。

　そしてご両親は防犯課長に「仲人として宜しく。」と挨拶したからたまらない。

　披露宴の日取りまで決めてあり、仲人はくだんの防犯課長だったから激怒は、頂

点に達した。

　どんな場面が展開したかは察しがつこう。

　Ｎ部長は責任を取り、退職後離婚した。

　この頃の私は上司に可愛がられ、おもねることを良しとして生きていたと思う。

　警部補昇任試験合格は、ほっちゃれと粗塩を手にしてのゴマすりの賜物以外の

なにものでもなかった。



第８回　覚せい剤事件捜査でてんてこまい

　７７年（昭和５２年）４月に警部補に昇任して札幌に再び戻ることになる。

　新しい配置先は、札幌南警察署防犯課保安係長であった。

　南警察署では、覚せい剤事件捜査に明け暮れた。

　保安係は、係長の私のほかに主任が２人、係が１人。

　主任の１人は許可事務窓口専門であるため保安事件の捜査は、事実上私以下３

名である。

　警察署は、中央、東、西、南、北、白石の五警察署であったが、限られた係員で

覚せい剤事件の検挙実績を上げるのには、機動捜査隊との連携が不可欠であっ

た。

　当時、機動捜査隊の隊舎は、ススキノ歓楽街の南側に位置する中島公園内に所

在しており南警察署管内という地理的有利性があった。

　覚せい剤所持や使用の被疑者を機動捜査隊の隊舎内で逮捕すると、逮捕場所

を管轄する南警察署に事件が引き継がれるのである。

　そして事件を担当した隊員との良好な関係を保つことで、突き上げ捜査で更に割

り出した関連被疑者を逮捕してくれるのである。

　機動捜査隊員は、私達が逮捕状の請求しているうちに別な関連被疑者を引っ

張って来てくれる等、息のつく暇もないほど嬉しい悲鳴をあげた。

　翌７８年（昭和５３年）４月には、函館方面本部防犯課で麻薬覚せい剤係長・風紀

営業係長となって異動した。

　階級は警部補であるが、転勤だけは１年ごとで署長並みであった。

　函館市は、自分の生まれ育った街であるが、ふるさとで勤務したのは、３５年間の

警察官人生の中でわずか２年間であった。

　ところで南警察署では頼りにしていた事件捜査の主任は、スキーに行って足を骨

折してしまい長期入院となった。

　異動時期が近づいていたが自分は来てまだ１年、異動は、あり得ないと思いこみ

覚せい剤事件の捜査に明け暮れていた。

　逮捕していた身柄は４人。２３日間という時間との勝負である。

　そんな時に自分の内示が発令されたが、引っ越しの準備なんかできる訳がない。

　課長は、「青天の霹靂」とグチをこぼす始末。

　とうとう上司に頼んで４月１日付けの異動を５日間遅らせて貰ったが、こんな異動

日の変更は、人事異動の中でも異例中の異例であったと思う。

　逮捕身柄の処理メドをつけて５日遅れで函館に赴任した。

　この頃は、まだマイカーでの赴任が認められていなかったので、当然ＪＲ利用であ

る。

　ところがやっぱりミソがついた。



　荷物を運んだトラックが八雲町というところで交通事故を起こしてしまった。

　八雲町は、函館から車で１時間半ほど札幌寄りのところに位置する。

　トラックはフロントガラス全損、春とはいえ、まだまだ寒い北海道のことである。

　トラックはフロントガラスなしのまま、私の引っ越し荷物はパトカー先で導函館の

官舎に到着したのである。

　警察官人生で１２回の引っ越しを経験しているが、こんなパトカー先導の引っ越し

は、後にも先にも初めてである。

　官舎についた荷物を確認したところ、蛍光灯は全部破損しており新品蛍光灯を買

い求めることから親子４人の生活が始まったのである。

　さて少し裏金の話に戻ろう。

　札幌の南警察署と函館方面本部防犯課では、お小遣い、いわゆる裏金を貰った

記憶がないのである。

支給するもしないも幹部の匙加減一つであったのだろう。

　勿論、「くれ」と上に向かって言えるしろものではない。

　記憶にあるのは、函館方面本部防犯課の庶務係が、女子職員と毎日遅くまで捜

査費や捜査用補償費・カラ出張などのインチキ証拠書類を作成していたことくらい

である。

　私の目の前でやっていたことであるから間違いない。

　後年、この庶務係が転勤した際、転勤の当日朝まで、泊まり込みで役所に詰めて

インチキ証拠書類を整理していた、と元の同僚から聞き『彼は正義感が強く真面目

だったからなぁ』と、しみじみ日頃の彼の苦労していた顔を思い浮かべたものである。

　そして私は、２年後の８０年（昭和５５年）４月、一度は経験したかった憧れの北海

道警察学校初任教養部教官として勤務することになる。

　３３歳の時であった。 



第９回　学校教官

　昭和５５年４月、あこがれの北海道警察学校教官になった。

　最初に警察の集合教養について触れておこう。

　北海道警察学校は、全国の警視庁、府警、県警と違う組織機構になっている。

　北海道以外は、府県単位の警察学校と東北や関東の数府県を集める管区警察

学校がある。

　例えば四国管区警察学校であれば、愛媛県警・徳島県警・香川県警・高知県警

の巡査部長と警部補そしてこれらに相当する職名の一般職員の集合教養をする。

　ただ関東管区警察学校の場合は、全国の専務警察職員を集めての教養を行うこ

ともある。

　事実、私も麻薬・覚せい剤捜査専科では、東京の武蔵小金井に所在する関東管

区警察学校で一か月ほどの教養を受けたが、この時は全国の薬物捜査のエキス

パートの警部・警部補が集められた。

　

　ところが、北海道警察学校の場合は、府県規模と管区規模を同じ学校施設内で

行っているのである。

　府県規模の方を初任教養部が、管区規模の方は幹部教養部が担当した。

　ただ、術科である「けん銃操法(そうほう)、銃剣道、逮捕術、点検・礼式・警備訓

練・体育・救急法」は術科教養部が担当することになっていた。

　現在は初任教養部、幹部教養部、術科教養部がそれぞれ初任部、教務部、指導

部にそれぞれ呼称が変わっている。

　さて、初任教養部の話に戻ろう。

　教務班の仕事は「学生の入校・卒業の準備と実施、試験、授業の時間割作成」が

メイーンであった。

　入校・卒業、試験は教務班（警部１名、警部補４名）全員で取り組んだが、教務班

の仕事のうち、時間割作成は２年半の間、私専属の仕事であった。

　幹部教養部、術科教養部との調整や初任教養部の教授や教官達の授業希望コ

マ数を確認するのである。

　警察学校では、警視を教授、警部・警部補は教官、巡査部長は助教と呼ぶので

ある。

　頭の中身はさほどでないと思うのだが、何故か一般大学並みに教授の職名を使

いたがるようである。

　そして、昼食後の３時限目の授業は、教授・教官とも敬遠しがちである。

　というのは、学生が満腹後の睡魔に襲われる「魔の時限」だからである。

　私は教務班の仕事の傍ら「防犯警察」の実務に直結した銃砲・火薬・覚せい剤・

風俗営業などの授業も担当した。

　そして同期生の警部補教官は私を含めて５人であった。

　中には０４年（平成１６年）８月に道警裏金問題を苦にして自らの命を絶ったＹ教



官もいた。

　彼とは「Ｙ！」「クニさん」の愛称で呼び合った仲である。

　学生達とのサマーキャンプでは、Ｙとの懇親を深めゲームに興じたりもした。

　その後の警察官人生でＹは、北見方面の警察署長で赴任し、一方、私は道警の

裏金問題を公の場で告白した。

　その数か月後に、Ｙ署長は、署長官舎で自らの命を絶った。

　組織と同期を裏切ったと烙印を押された私には、その原因詳細を知る立場にもな

かった。

　４時限目の授業が終わった後は、クラブ活動がある。

　私はクラスを受け持たなかったが、クラブ活動で「バドミントン」を担当することに

なった。

　何も技術的なことは知らないが、学生と接する時間は実に楽しいものである。

　学生に誘われるままに基礎体力の向上などともてはやされて、学校のグランド一

周３００メートルを走ってみた。

　大変なショックを受けてしまった。グランド一周を完走できないのである。

　身を持って体力の減退を思い知らされた。それもそうである。

　１４年前の昭和４１年当時、体重５７Ｋｇの紅顔の美少年は、８４Ｋｇのただの「デブ

おじさん」に変身していたのである。

　それからというもの、夜遅くにジョギングのまねごとを試みたり、トレーニングセン

ターに通ってみた。

　何にでも凝る私であったが効果は、徐々に出てきた。

　胸は盛り上がり筋肉隆々、体重は減り出す、いいことずくめ。

　今度は半年間で体重が６５Ｋｇにまで落ちていた。

　ワイシャツは首回り４３センチから３８センチへ、背広のズボンは１７センチ詰めて

しまった。

　健康には素晴らしい運動効果があることを肌で感じることになる。

　ちなみに当時はベンチプレス（ベンチに寝た状態から重りを持ち上げる運動）では、

１００Ｋｇを１０回一セットで２～３セットを持ち上げられるようになった自分にビックリ

したものである。

　今は昔のスポーツ自慢話である。

　一方、教務班の役得とでも言うのだろうか。

　自分の１３年前の卒業成績・順位を知ることになるのである。

　順位は２６６名中５０数番、まあまあだったんだろう。ただ規律点にはがっかり。

　やはり人目に見えないところでの喫煙が悪かった、と妙に自分を納得させたりもし

た。

　さて、裏金に関してであるが、警察学校では一枚も偽領収書を書いた記憶がない

のである。

　それはそうであろう。教育現場である神聖な場所にまでそんなものを持ち込む必



要がなかったのか、

偽領収書の作成を依頼する所属はないのだろう。

　あるいは、学校の管理部庶務課や会計課では書いていたのかも知れないが私は

知らない。

　更に１６年後の９５年（平成７年）２月から３年間、再び北海道警察学校で勤務した。

　幹部教養部の学生班長であったが、今でも胸に引っかかることがあるので、この

場面で先に記しておこう。

　この幹部教養部時代も偽領収書は書いていない。

　ただ幹部学生の卒業直前の研修旅行費用は全部学校持ちだったのである。

　学生班長は、授業のほかに寮生活の学生指導、入校式・卒業式・修了式（短期

課程研修）の計画と実施、長期課程学生（警部補と巡査部長）の研修旅行計画の

起案実施などが主な仕事であった。

　この研修旅行費用は、全額学校から出ていた。

　学生はもちろん学生に同行する引率部長、教授、教官（概ね一旅行で引率教官

は２～３名程度）の経費は全部学校会計課が現金で出してくれた。

　旅行する学生数は、４０名から５０名程度、一人２万円前後。

　これらの経費は、旅行直前に私が会計課長の元へ行き、封筒入りの現金１００万

円前後を直接受領した。

　この現金を旅行予定学生の総代・副総代に直接渡し、その課程学生の旅行委員

長が直接ホテルで支払いを済ませて来る。

　宿代は、一泊二食（宴会付き）で１５,０００円前後、バス代は旅行会社にその中か

ら支払わせる。

　エスカレートする学生から懇親会のコンパニオンもという要求が出されたことも

あったが、さすがにそこまで応じることには抵抗を覚えた。

　そしてコンパニオンを希望する課程の学生には、コンパニオン代だけは自費負担

にさせた。

　研修先は、歴史的建造物の見学という公務に付随した場所を選定しての旅行で

あったが、ここに公費負担のカラクリがあるとも想像していた。

　一方、初任教養部時代も幹部教養部時代も学生個人の負担として厚生費が天引

きされていた。

　学生の学校教養研修は、全て国費負担（警察法施行令参照）となっているはずだ

が、なぜか、入校期間中支給される学生の日額旅費を天引きし厚生費に充ててい

た。

　私の思い過ごしであればいいが、捜査費や捜査報償費の執行できない学校現場

の何かカラクリがあったのではないか、と今更ながら疑問を膨らませている。

　厚生費名目は、貸し布団代、シ－ツやマクラカバー、包(ほう)布(ふ)の洗濯代、暖

房代などだったと記憶しているが、金額はバカならなかった。 



第１０回　裏金ノウハウをマスター

　８３年（昭和５８年）５月、警察学校教官生活と分かれを告げて、私は北海道警察

本部防犯部防犯課（現在の生活安全部生活安全企画課）勤務となった。

　職名は「防犯部参事官付」という防犯部参事官の秘書的な仕事であった。

　防犯部参事官とは、副防犯部長的存在の幹部（防犯部のナンバーツー）と理解し

て貰えばいいだろう。

　この仕事を約一年担当した後、防犯課庶務係長となるのである。

　参事官付という職名は、行く場のない警部補の仕方なしに設けてくれたポストだっ

たような気もする。

　そんな職名は過去にはなかったし、北海道警察本部の他部門にもなかった。

　今にして思えば参事官付の一年後、更に庶務係長というポストに置いてくれた組

織に感謝するとともに、この経験がなければ北海道警察の組織ぐるみ裏金の重要

な裏技を知ることはなかったであろう、とも思う。

　警察組織の不正を告発することになったのも皮肉な運命の巡り合わせであろうか。

　この庶務係長とは表向き「防犯部長（現在の生活安全部長）」の秘書的な仕事を

するほか、防犯課全体の庶務的な仕事も当然行うのである。

　そしてもう一つ裏仕事として「警察裏金」の証拠書類作成も庶務係長が関わる重

要な仕事があった。

　今でも覚えているのは、原田さんの防犯部長への報告の仕方である。

　原田さんはこの時、生活課長という所属長であり、当時の生活課員は２５名ほど

であっただろうか。

　防犯部には「防犯課」「少年課」「保安課」「生活課」の四課があり、防犯課が四課

の中で筆頭課（防犯部を代表する課）であった。

　私の一日の仕事の始まりは、防犯部長が登庁すれば部長の在庁ランプを点灯す

ることであったが、生活課長の原田さんは、防犯部長の動態に細心の気配りをして

いた。

　他の課長と比較しても、その対応振りは抜きん出ていた。

　ある時、私は原田課長に尋ねたことがあった。

　「課長、どうして他の課長よりも早く、一番で部長室に入るのですか？」答えはこう

である。

　「今朝の新聞に生活課関係の記事が出ていただろう。俺も今、部下にその事実関

係を調べさせているんだが、まず、部長に今朝の記事については、これこれを確認

中です。」と一報するためなのだ、と言う。

　この一事でトップを支える上級幹部のあるべき姿を見せつけられた思いがした。

　違う、全然違う、他の所属長から見たら指揮官としての信念が全く違う。

　トップを支える腹構えが、ここに垣間見られたのである。



　ところで私がこの警察本部防犯部防犯課庶務係長時代と旭川方面本部地域課

次席時代そして釧路方面弟子屈警察署次長時代のそれぞれの不正関与は、０４

年（平成１６年）３月１日に北海道庁記者クラブでの記者会見の席上で話している。

　が、もう一度、北海道警察本部防犯部防犯課時代の手口を整理してみたい。

　そしてこれは、北海道警察本部では「不適正な予算執行」と詭弁を弄しているが、

不正イコール犯罪以外の何ものでもないことを申し添えておく。

　昭和５９年４月から昭和６２年３月まで庶務係長（警部補）として勤務する。

　主な業務は、防犯課の庶務のほか、裏金の偽証拠書類作成と防犯部長の秘書

的な仕事であった。

　ここの部署で、未知の裏金作りのノウハウを全てマスターしてしまった。

　また裏金の原資の一部である捜査費（国費）と捜査用報償費（道費）の証拠書類

は、毎月分、合計３年間「情報提供協力者の住所・氏名、交付年月日・交付金額、

執行捜査員」は、全て自分が創作した。

　従って現在、北海道警察が抗弁している「捜査協力者」は存在せず、また、この

者達に支払ったお金は体験上皆無である。

　もし仮に正規支払いがその虚偽の書類中に混在していれば、証拠書類の作成現

場は明らかに混乱し、監査時に多くのミスを露呈したであろう。

　(1)　 動態表

　　ア　当時、防犯課の庶務係は私以下５名（私、一般職（主任）３名、非常勤１名）

        であった。

　 　　　私の上には、さらに防犯部経理主幹がおり、机を並べていた。主幹は、防犯

        課・少年課・保安課（後に「銃器対策課」と「薬物対策課」に分かれ、後年、稲 

        葉圭昭警部の覚せい剤事件で大揺れになる所属）・生活課の四課の予算等 

        をも担当するほか、防犯部各課庶務係が行う裏金捻出偽造書類の指導も  

        行っていた。

　　イ　そして裏金作りのベースになる動態表は、一般職の女性主任が毎月分を早

        めに作成していた。

　　　　 この動態表は、防犯課長以下課員全員の毎月の動きを正確に記載するも

        のである。

　　　　例えば、正規の会議出張や課員の当直、学校入校等、動かしがたい事実を

        はじめに記入する。

　　ウ　続いて、彼女が「カラ出張」を動態表の中に埋めて行くのであるが、カラ出張

        の関係書類作成は彼女が担当していた。

　　エ　また証拠書類全てを作成後ある課員が年次休暇を取得しているのに支払

        精算書等が作成されており、これらの改ざんが無理と判断されれば、平然と

        正規に取得した年次休暇届を没にしてしまう。

　　　　私に渡された動態表のあとに課員の年次休暇が出されて、連絡の不徹底か

        ら私の把握漏れが生じるため、偽造書類の改ざんに支障となる年次休暇届



        を没にした数は計り知れない。

　(2) 嘘の「支払精算書」「領収書」

　　ア　前記ウまでの作業を終えた動態表コピーを自分が受け取り空白箇所に防犯

        課員が情報提供謝礼を支払ったように嘘の「支払精算書」「領収書」の下書き

        を作成する。

　　イ　支払精算書の書類は、防犯課の警部補以下の捜査従事者に領収書は支

        払精算書を書かない他の防犯課員に作成して貰う。

　　　　捜査に携わらない警部・警部補・巡査部長・一般職員にも偽領収書を作成し

        て貰うのは当たり前である。

　　　　愛媛県警の仙波敏郎巡査部長のように作成を拒否する者はいない。

　　　　いないというより「偽領収書」「偽支払精算書」の作成をイヤとは言わせない

        し、拒否できない空気・雰囲気なのである。

　　　　拒否するのであれば、時期異動で遠方に異動発令されるのは目に見えてい

        る。

　　　　いずれにしても「偽領収書」「偽支払精算書」の作成者を色分けするのは、監

       査時に筆跡で不正が発覚するのを防ぐためであった。

　　ウ　毎月配分される捜査費（国費）と捜査用報償費（道費）は、カラ出張経費等と

       合わせて全て防犯部管理官（階級は警視。防犯課の次席であり、かつ防犯部

       各課の次席を取り仕切る者）が自分の机中の小型金庫で管理していた。

　　　　だから管理官という職名が存在するのかも？・・・・。

　　　　カラ出張経費等と敢えて表現したのは、私はそれ以外の予算科目から裏金

       を捻出する方法を知らされていなかったからである。

　　　　予算を合法的に裏金に変えるために書類を作成する者、その裏金を管理す

       る者、そして使う者と全て分業化されていたのであり、この仕組みは、どこの

       県警も似たり寄ったりであろう。

　　エ　自分は庶務係主任（女性）から毎月の捜査費（国費）と捜査用報償費（道

       費）の配分額を教示されるのみで、この金額にほぼ一致するように架空の書

       類作成に従事した。

　　　　年度末の国や北海道への返戻額は、極めて少額（２００～３００円程度と記

       憶している。）にするよう恣意的に行ったのを覚えている。

　　　　最近、全国の都道府県警察に見られる予算を消化し切れずに捜査費・捜査

       用報償費を余して、更に執行額が減少の一途を辿るのは、何を物語っている

       のだろうか。

　　　　答えは明白である。

　　　　不正がバレばれになって危なくなったからに他ならない。

　　オ 証拠書類のチェックと修正

　　　　情報提供謝礼の領収書は必ず一件の支払い精算書に一枚が添付されるが、

      偽領収書にあらかじめ押印して作成依頼したため、押印した印影の上に署名

      される場合がある。



　　　　日本人は署名後、押印が一般的なため、印影の上に署名などはあり得ない

       のであるが、書かされる警察職員も嫌気がさしてわざとやった、と今でもそう

       思う。

　　　　こんな「偽領収書」「偽支払精算書」「支出伺書」「現金出納簿」を監査のため

       の監査でチェックされると、不自然なその領収書のほか、日付や金額、氏名

       の間違った領収書、支払精算書、支出伺書、現金出納簿のミス個所に膨大な

       たこ足付箋を貼付され訂正を余儀なくされるのである。

　　　　修正する労力も莫大なもので、現金出納簿の記入ミスがあれば、一年間分

       の出納簿を書き直す時は悲劇などというものではない。

　　　　気がおかしくなりそうで悲鳴と落胆、そして気を取り戻して泣く泣く修正する

       のであった。

　(3) 架空の捜査協力者

　　　ア　はじめに苦労するのは、架空の捜査協力者の住所・氏名をどうするかであ

          る。

　　　イ　氏名は防犯課に保管していた数百本の印鑑から勝手に決める。

　　　　　現在もこれらの印鑑は存在すると推察するが、私は保管していた印鑑から

           偽名の姓を決めた。

　　　　　何故、こんなに大量の印鑑があるのか疑問視する方もいると思うが、過去

         から面々と続いて来た不正であり、勤務した課員が残していくものや何らか

         の形で集まって来た所有者不明の印鑑等々、いくらでも溜まるのである。

　　　　　ただし、注意しなければならないのは、連続して同一印鑑を使用してはなら

          ないことであり、当然、何年何月に使用したかを明記して別封筒に分けて保

          管したのは言うまでもない。

　　　　　姓はこのようにさほど苦労しないで決まるが、名では苦労した。

　　　　　どうしても似たような名になったのを今でも覚えている。

　　　ウ　住所は、次の方法で勝手に創作した。

　　　　(ｱ)　札幌市内　

　　　　　　　札幌勤務が長かったので私には土地鑑もあり適当に作成していたが、

              そのうち警察本部会計課の指導で電話帳の活用を始めた。

　　　　(ｲ)　北海道内、本州

　　　　　　　コピーされた電話帳と「全国の警察署位置所在地・管轄区域」を記載し

              た要覧？を多用した。

　　　　　　　この要覧？の管轄区域欄には、全国の警察署が管轄する住所が克明

              に掲載されており活用の頻度は高く重宝した。

　　　　　　　そして、この管轄区域を明記した要覧？は、いまでも全国の都道府県

              警察にあると思う。

　　　　　　　当然、前述のカラ出張や正規の捜査出張に連動させて「偽領収書」「偽

              支払精算書」を作成したのは言うまでもない。

　　　　　　　チャンスは絶対に有効活用するのが鉄則であった。



　　　　　　　本州では、東京・大阪やその周辺の住所・氏名を適当に創作した。

　　　　(ｳ) 捜査員が正規に地方（道内外）出張しても正規に情報提供謝礼を支払っ

             たものは、一件も存在しなかった。

　　　　　　　担当した私が言うのだから間違いない。

　　　　　　　逆に正規出張事実を知った自分がそれに合わせて架空の情報提供謝

             礼を組み込んだ。

　　　

　以上が、私の行った大まかな不正であるが、０３年（平成１５年）１１月の北海道警

察の旭川中央警察署の裏金問題が表面化した元署長の２名は、防犯部管理官

（防犯部の裏金金庫番かつ防犯課の金庫番）として裏金の管理をしていた。

　私はその事実を、庶務係長という立場で毎日のように目の前で目撃していた。

　特に防犯部各課の次席が、決まって月曜日になると防犯部管理官のところに茶

封筒を持参する。

　傍目にも見苦しかった。

　前日のゴルフコンペや週末の幹部懇親会の分担金であることは、部下の誰の目

にもバレばれであり、これらの経費を各課で分担していたのは、私を含め部下職員

は、悉皆見抜いていた。

　ただ、口に出さなかっただけ、出せなかっただけのことである。

　また、当時の歴代防犯課長は、他官庁から警察庁に出向した東京大学出身の

キャリアであった。

　朝からジャパンタイムスの英字新聞を大声で朗読されたのには、ビックリ仰天した

ものである。

　厚生省（後の厚生労働省）や防衛庁の私服組や逆に警察庁出身のキャリアが国

土省（今の国土交通省）から着任した人もいた。

　警察庁キャリアで警察本部防犯課長から九州某県警の警察署長に３０歳そこそ

こで栄転された方もいた。

　彼らは全てアフターファイブの飲み会費用は、自腹を切ってはいない。

　原資がなんであるかは、一番その方たちが知っているのである。

　そして裏金の美味しさも・・・。

　上司が夜の街に繰り出しても証拠書類の捏造に精を出すのは、いつも私達など

裏方の下の者だった。

　特に経理主幹（一般職員）は、防犯部全体を指導するため、退庁時間はいつも遅

く疲労困憊が続いていた。

　キャリアの方々には、知らなかったとは言わせない。

　０５年（平成１７年）は、厚生労働省、社会保険庁、防衛省のカラ出張や裏金で株

まで購入するバカ者まで出る始末である。

　なんと日本は、素晴らしい役人の裏金天国であろうか、とシニカルに眺めざるを

得ない。



第１１回　 検察庁次席検事に怒鳴られる警部

　８７年（昭和６２年）４月、警部に昇任して北海道警察本部防犯課から釧路警察署

防犯課長として赴任した。

　思い出多い街である。

　霧の街「釧路」としてよく歌にも唄われるところであり、夏でも本当に肌寒い。

　真夏は、気温が２０度になってビックニュースである。

　さすがの汗っかきの自分も真夏に長袖ワイシャツ・背広姿で過ごした。

　そんな自分が検察庁の次席検事の前で大汗を滴り落としたのである。

　裁判所が許可した捜索差押許可状のガサ場所の住所地番表示を間違え、隣の

アパートに住む男の部屋にガサに入り、覚せい剤４０グラムほどを押収、覚せい剤

所持で現行犯逮捕してしまった。

　なんと現職警察官が不法に住居侵入したのである。

　私以下、総勢１０人ほどの捜査員が、こっそり男のアパート出入り口に忍び寄る。

　鍵が掛かっていたらチェーンカッターで切り落とすか、ドアを蹴破って踏み込む予

定でいた。

　運良くドアは、鍵も掛かっていない。

　そ～っと、こっそり家に入ると、男が布団の中で寝ていた。

　「警察だ。起きろ！」の怒声、狙っていた男であることを確認しさっそくガサを開始

した。

　まもなく出てくるわ、出てくるわ。

　小分けした白色粉末入りのパケ（覚せい剤入りの袋のこと。空のものはカラパケ

と言う。）。

　もう、私は喜びも頂点に達し軍艦マーチの域である。

　ところが、優秀な部下の巡査長の諌言である。

　「課長、女のにおいがしませんねぇ～」

　彼の警告・諫める言葉に耳を傾ける余裕もなかったし、そうする気もなかった。

　これが大チョンボの始まりとも知らずに・・・。

　警察署に戻り、身柄の留置手続きを終え、夜遅くまで部下とともに捜査書類作成

に没頭。

　このころは、裏金から配分される運営費も底をついていた。

　副署長から毎月貰う裏金から拠出される防犯課の運営費がないからと言って追

加でくれ、とも言えない。

　やむを得ず官舎に電話をして家内におでんを作らせ大鍋を警察署に運ばせた。

　更には、市民の方からいただいたビール券を缶ビールに交換して用意した。

　ビールをチビリちびりと飲みながら仕事を続けた。

　まもなく付近住民からの電話であった。

　被疑者のアパートに「女」が戻ることを予測して付近住民に依頼していたところ、



帰宅したとの情報であった。

　「今、部屋に電気がつきました」と言う。

　捜査員は「それーっ。女が帰って来たぞ～」とばかりに昼間のガサをしたアパート

目がけて一目散に向かった。

　現場に到着した捜査員は「んっ？んっ？」。

　なんと男の部屋は真っ暗なのである。

　隣の同じ形のアパートの被疑者と同じ場所に位置する部屋は電気が煌々と点灯

している。

　ここで捜査員は、やっと大ミスに気づいたのである。

　ヤサ付け（狙った被疑者等の居場所を突き止めることを言う。）をした捜査員は、

この２つのアパートの持ち主に電話で照会したのみの捜査を行い、説明を取り違え

てしまったのである。

　電気・水道等のライフラインの捜査も詰めないまま、曖昧さを残して令状請求した

私の責任は、更に大である。

　せめて捜査員を大家さんのところ（釧路から５０Ｋｍほど離れた町に居住）に捜査

員を向かわせて詰めの捜査をしていれば、と今更悔やんでも後の祭りであった。

　目の前は真っ暗、酔いは一遍に醒めてしまった。

　検察官の公宅に電話を入れた。

　警察署の幹部への報告もさることながら、事件を起訴するのは検察官である。

　とっさに、この勝負は負けたと腹をくくった。

　単純な地番表示の間違いで違法に収集した証拠に証拠能力を認めた救済的な

裁判例はある。

　が、私のやった捜査ミスの帰趨を読み解く裁判例は、どこを探してもない。

　翌日、早速、釧路地方検察庁へ出向いた。

　検察庁のナンバーⅡである検察官（次席検事）の前では、直立不動である。

　「馬鹿ったれ！お前が現場で指揮を執っていながらなんていうザマだ！」

　次席検事の部屋は、床に靴が埋まるほどのフワフワ絨毯である。

　その絨毯の心地良さもさることながら、その絨毯の上で大粒の汗をかいた。

　救いだったのは、負けたと分かっている事件を担当する検察官の慰めの言葉だ

けであった。

　「齋藤課長、俺も２勾留（１０日間の留置を２回取ること）取ってやってみるか

ら・・・」

　その通り、検察官は裁判官にかけ合って勾留請求をしてくれたが、２勾留満期で

被疑者は釈放になった。

　後で知ったが、この男は仲間から「（覚せい剤）４０グラムで警察に逮捕されて釈

放なんてあり得ない」と　詰問され袋叩きに合った。

　そしてまた、私が釧路から転勤した後アパートで焼死したと聞かされた。



　後味の悪過ぎる思い出であったが、焼死は事故死で処理された。

　この時の署長は、私達夫婦の仲人であった。

　今でも退職間際の署長経歴に汚点を作ってしまった、といつも心の片隅に引っか

かる事件なのである。

　こんな馬鹿な警部が部下に苦労をかけながらも「道警の言う捜査員のための夜

間の補食費」は皆無であった。

　そんな補食費を出すくらいなら「元気づけ一杯飲み会費」を部下に出してやった方

が、彼らとても明日への活力になることは十二分に承知していた。

　また、酒を飲んだ後の帰宅用ハイヤーチケット交付の方がずっと彼らは喜んだ。

　痛かったのは、逆に刑事防犯担当次長（警視）への毎月の上納金である。

　毎月２万円を上納していたが、防犯課の運営費があまりにも金欠状態になるのに

痺れを切らし１万円に値下げして貰った。

　そして刑事一課長、二課長も同様に、この刑事防犯担当次長に上納していたが、

彼らの上納金額までは知る由もなかった。 



第１２回　経済負担の大きかった大学研修

　釧路警察署防犯課長時代、私は警察大学校で６か月の警部研修を受ける機会

に恵まれた。

　昭和６２年１０月から翌年３月までのことである。

　北海道警察からは、昇任したての警部３１人、全国から総勢約５００人であった。

　都道府県別では、警視庁・大阪に続いての大所帯であった。

　他官庁としては、当時の防衛庁からは陸・海・空の幹部、出入国管理局幹部職員

そして韓国警察から　も委託学生が来日、入校していた。

　北海道と沖縄は、地理的条件が悪く週末に大学の寮に残る学生が多かった。

　私は、北海道警察の同期生の中で旅行委員長を任された。

　早い話が、週末に北海道に帰省する同期生の航空券手配である。

　希望を取り纏めて旅行会社に航空券を注文するのである。

　羽田と千歳（札幌）空港を往復する学生にはメリットがあったものの、釧路空港を

利用する私にとっては損にも得にもならなかった。

　しかし世話好きな自分としては、航空券手配に東奔西走した。

　遠距離にあるため東京近郊のマラソン大会を申し込んだ。

　・　ＮＴＴてれ太君のマラソン（立川市）

　・ 第　３回　ＮＴＴ・勝沼ぶどう郷マラソン（山梨県勝沼町）

　・ 第　７回　横浜マラソン（横浜市）

　・ 第　４回　日本平マラソン（清水市）

　・ 第１３回　伊豆大島読売パブリックマラソン（東京都大島町）

　・ 第　７回　坂戸毎日チャリティマラソン（坂戸市）

　・ 第２２回　青梅マラソン（東京都青梅市）　等々。

　走ることの好きな私にとってはめったにないチャンスと割り切り、週末を有意義に

過ごした。

　中でも「青梅マラソン」は参加申込みが抽選という難関であった。

　しかし警視庁警部が不参加の同僚ゼッケンを入手してくれ、代理で走らせて貰っ

た。

　不正参加であるが、ヨレヨレになりながらも強引に３０Ｋｍを完走させて貰った。

　裏金にまつわる話にも触れておこう。

　私は、釧路警察署防犯課長として、警察大学に入校したが、地域課長も一緒だっ

た。

　署長からの餞別は３万円でのし袋に入っていたが、何に使ったか、今では覚えて

いない。

　お礼として帰釧時におみやげは準備した。

　同室者で岐阜県警の幹部がいた。



　彼は、署長から入校餞別として１０万円を貰ってきた、と豪語していた。

　そして彼は１０万円のお礼に見合う「北海道の熊の木彫り」が欲しい、ということに

なった。

　早速、北海道警察から入校している警部に相談したところ、木彫りの知人がいて

希望の作品を購入できることになった。

　喜び勇んだ、くだんの岐阜県警幹部は、卒業時に署長への土産として「豪華な熊

の木彫り」を持参したのは言うまでもない。

　常識として個人のポケットマネーで１０万円の餞別を出す訳がない。

　当然、裏金からの支出と見るべきだ。

　北海道の相場で１０万円前後の熊の木彫りとしたら、相当に見栄えがして豪華な

作品であることは言うまでもない。

　そしてこの署長は今も、この熊の木彫りを今でも自宅に得意気になって飾ってい

るであろう。

　卒業後、支出を計算してみてビックリ。６か月で約１６０万円を費消していた。

　遠方からの大学入校のなんと金のかかることか、とつくづく思い知らされるととも

に借金返済に汲々としたものである。

　ところで、０６年（平成１８年）１月に、伊藤哲朗警察大学校長が警視総監に就任し、

後任の警察大学校長に芦刈勝治関東管区警察局長が起用された。

　そう、この芦刈さんこそ、北海道警本部長で裏金疑惑の総責任者の立場であった。

　彼が警察大学で何を教えているのだろうか、「裏金再発覚防止対策」のノウハウ

でも伝授してのではなかろうか？

　そんなことはともかく北海道警察の裏金問題を上手く、すり抜けたご褒美で警察

大学校長に

　なれるポストというのは、栄転ということなのだろうか。

　芦刈さんはコースから外れることなく着実に進んだのであり、官僚の皆さんが芦

刈さんを支えていたのだから、当然、こういう展開になるのだろうと誰かが言ってい

た。

　私が警察大学校に入校した際、出身本庁に帰ったキャリアの元を訪ねたことが

あった。

　東京都内の某所で高級居酒屋から始まり、高級スナック等々、大変な歓待を受

け大学に帰る際はハイヤーチケットまで頂戴した。

　ポケットマネーである訳がない。そして週末の東京都内のことである。

　電車に乗った方が安上がりで、しかも早く帰校できるところを、いい振りをして大

学まで乗り付けて門限時間に遅れてしまった。

　大学校の校門受付で帰校時間に遅れたことを正しく申告して正門を通った。

　噂では、帰校時間に遅れたために、学校の塀をよじ登って寮に戻るべく試みた学



生が不審者に間違えられ、慌てふためき大けがをしたというケースも聞知していた。

　その二の舞を踏まぬよう、この時だけは遅れた理由を正しく申告して正門から帰

寮した。

　やはり、どこの官庁も裏金にまみれていると言うことなのだろうか。



第１３回　大忙しの札幌西警察署

　恥ずかしい大失敗の後、平成元年４月、私は札幌の西警察署防犯課長で再び札

幌に戻った。

　私が裏金問題でバックアップした原田宏二さんも西警察署長勤務を経験している。

　ただ、私は原田さんの後に西警察署へ着任しており、原田さんとは一緒に勤務は

していない。

　西警察署はとにかく多忙を極めた警察署であり当時の出来事を回顧してみたい。

　３年間勤務中、１年に１回、３年間で３件の殺人事件が発生したが、それらの事件

や部下ともども苦労したことを裏金の運用実態にリンクさせて思い起こして見たい。

【一件目の殺人事件】

　「札幌の地下鉄琴似駅トイレでの女子学生刺殺事件」である。

　この事件は昼飯時の発生認知であったが、発生即警察署に残っていた署員は飛

び出し、現場に駆け付けた。

　捜査用車両に乗れない者は、マイカー等で駆け付けたが、こんな緊急時でもハイ

ヤー等は使用していないし、そもそも緊急時でもハイヤー利用という考えは、現場

の警察官にはなかった。

　この事件は発生間もなく、事件解決は見たものの通り魔的な女子学生被害の痛

ましい事件であった。

【二件目の殺人事件】

　「札幌の暴力団幹部射殺事件」は、１月４日の仕事始めの日の夕方に発生した。

　発生認知時は、１１０番通報地点が中央警察署管内であったため『ありゃぁ、中央

警察署も大変な仕事始めになったなぁ』と思いしや、無線を聴取していると何と発生

場所は西警察署管内と判明して飛び跳ねた。

　夜に予定されていた警部以上の幹部新年会も当然中止であり、私は現場保存の

指揮を指示され現場に急行した。

　交通量の多い交差点であったが、現場保存のために通過車両の交通規制を行っ

た。

　当然、ラッシュ時と重なり、車両は大渋滞であるがそんなことは、お構いなしだっ

た。

　けん銃で撃たれた場所の把握特定でも大混乱する。

　融雪機を調達してきて路面の雪を溶かすが、最初に現場保存をした位置と全く違

う反対側であることが　更に判明、あれやこれやで現場はてんやわんやの様相を

呈した。

　ヘトヘトになり、夜中の０時過ぎに西警察署に設置された捜査本部に引き揚げた

が、補食なんてありやしない。



　署長以下幹部は、「氷下魚（こまい）」という酒肴として重宝される北海道特産の

乾物珍味にマヨネーズをつけてかじっているだけである。

　これが、北海道警察の言う「補食」なのか、とつくづく考えてしまう。

　署長が夜食を出せとか準備せよ、と指示しない限り「夜食・補食」などは出ないの

である。

　この時出たのは「ご苦労さん。まぁ、スルメでも氷下魚でも喰えや。」の署長のそっ

けない言葉だけであった。

　この署長は、日頃から部下に対する思いやりのある方であっただけに、素直に

「はい」という返事とともにご相伴にあずかった。

【三件目の殺人事件】

　「OL被害の殺人事件」であった。

　０５年（平成１７年）、時効が間近に迫った頃から新聞・テレビが大々的に再報道し

始めたが、指名手配犯人は未逮捕のまま時効となった。

　事件は、娘が帰宅しないとの母親からの届け出が端緒である。

　私は、目の前で課員が家出人捜索願の届け出という形で事情を聞いていたが、

そば耳を立てているとただならぬ様子である。

　私は、母親が『家の前に・・・・』という言葉を聞いて最悪の事態を感じ取った。

　「S部長、次長のところへ行くぞ！」と叫んで事情聴取を中断させた。

　S部長と共に二階の刑事防犯担当次長（警視）のところに飛んだ。

　刑事一課長をも呼んだが、とにかく、こんな時は急を要するのである。

　普通は、刑事一課長に概要を説明してそれから次長、副署長、署長と段階を経る

が、ことは緊急である。

　「一課長、次長、ちょっと！」と叫んで次長席の脇にある小部屋へ二人を呼び込ん

だ。

　簡潔に状況を説明すると次長はでかい目玉を更にでかくしてビックリの状態、一

課長もすぐさま自分の机に飛んで北海道警察本部への即報と、目を見張るばかり

の素早い立ち上がりで、みんな飛び跳ねたのである。

　私も被害者方へ先行せよ、との指示で現場に急行した。

　北海道警察本部の捜査第一課の殺人事件担当部署、鑑識課、機動鑑識班、機

動捜査隊等々が、たちまちのうちに現場に集結、被害者方及び周辺は大混雑を極

めた。

　本当にこの時の立ち上がりは、稀にみるハイスピードであった。

　まもなく被害者の持ち物が別な場所で発見される等、事態はいよいよ最悪を予測

させる。

　３日目、現場付近の綿密な検索中、雪の中からわずかに出た被害者を地域警察

官が発見した。

　雪が止んで日中に陽が射し、雪がやや溶け出したことから被害者を発見できた。

　雪解けがなかったら春先まで発見できなかった可能性が大きかった。



　腹立たしかったのは、初日の立ち上がり捜査でくたくたになって警察署の大会議

室に戻った時である。

　いきなり署長の怒声が飛びだした。

　捜査から戻って来た地域警察官が、机の上にあったコンビニ弁当に手をつけた

のである。

　「誰がお前に喰えと言った！本部の人のだぁ！」この署長のひと声で完全にその

場がしらけてしまった。

　３０食以上もあったであろうか、誰も食べる気がしなくなったのである。

　結局、会計課員が走り回って買い集めて来た弁当は、誰一人食べることなくゴミ

箱直行になってしまった。

　裏金から準備したのか、正規の食糧費からなのかはわからなかったが、みんな

嫌気がさしたようだった。

　警察裏金問題が惹起してから道警は、捜査員の夜食に流用などと抗弁していた

が、第一線の警察署では、署員に対するこのような処遇がまかり通っていたのであ

る。

　署員のためではなく、警察本部にしか顔を向けない署長の、そして夜食・補食の

運用実態の一コマである。

　

　また、この署長の時代に西警察署が「警察庁長官賞」を受賞したことがある。

　暴力団幹部や暴走族による悪質な福祉犯罪の検挙功労である。

　普通、長官賞状は捜査本部を設置して重要・凶悪事件の検挙功労に対して表彰

されるのが普通であった。

　事件の端緒は、家出常習少女が受けた傷害事件。

　帰宅した家出常習少女が、親とともに防犯課を訪れて来た。

　顔じゅうアザだらけで、まさにパンダ顔である。

　女性警察官に事情を聞かせると、家出中に暴走族と知り合い、見知らぬ家に連

れ込まれ見知らぬ家出少女と卑猥な行為を強要され、拒否したところ殴られて怪

我をしたというのである。

　怖くなりそれに従ったら今度は、その行為をビデオに撮られたとも言うが、私は内

心『また、Ｋ子のいつもの口から出任せか？』と思っていた。

　このような少女は、時として嘘が混じることもあり慎重に捜査を続けた。

　がしかし、『どうも今回の件は本当のようだ。』と確信に変わり始めていた。　

　粘り強く捜査を進めるうちに、相手になった被害少女も割り出すことができた。

　そして証言の信憑性を詰めながら遂に「犯行現場の家」を割り出すことにも成功し

てしまった。

　家を突き止めるための端緒情報を提供してくれた功労者は、隣の中央警察署防

犯少年課勤務のＴ婦人警察補導員（一般職員）であった。

　早速、北海道の厳寒期に暖房もない倉庫の一角で２４時間の張込みを開始した。

　西警察署の防犯課長時代は、毎月副署長から防犯課運営費（いわゆる裏金）と



して７万円前後を貰っていたが、それこそ係長２人に運営費を分配した残りを切詰

めて、夜食代などに充当した。

　自前でカレーライスを作って張込み現場に運び込んだり、コンビニからソーセージ

やおにぎり、パンなどを買い込んで差し入れの張込みであった。

　課員は本当に良く辛抱し、厳寒の中、不平も漏らさず頑張ってくれた。

　この執念が実って、遂に視察した民家に出入りする犯人グループを一人ひとり望

遠レンズによる写真撮影して割り出すことにも成功した。

　課長以下１２人の防犯課でよく堪えて頑張ってくれた、と今でもその頃の情景が

瞼に浮かぶ。

　人が足りず地域課（交番勤務者）に応援を依頼したところ、地域課長も課員の応

援を快諾してくれた。

　しかし、これだけ現場が苦労していても北海道警察本部少年課からは応援が来

ない。

　警察本部は、「人（捜査員）も出さない、金も出さない、口だけ出して最後は、いい

とこ取り」が常であるのは、この時に始まったことではない。

　応援もよこさないで事件だけは早くやれ、早くやれである。

　新聞に大きく事件記事が出れば、事件解決したかのような感覚でいる上級幹部も

少なくない。

　案の定、この事件も警察本部の少年課長は異動するまで１０日足らず、捜査着手

を早くやれ、やれ、と言う。

　それほどまで異動の花道を飾りたいのか、とも思った。

　９０年（平成２年）３月末のことであり、捜査員は自分の転勤内示がないだろうか、

と浮き足立っているそんな中での捜査であったが、私は、捜査本部もない中で捜査

主任官として多い時で５０人前後の捜査員を指揮した。

　こんなドタバタ捜査で、やはり捜査事故を起こしてしまった。

　捜索差押許可状（警察用語でガサ状という。）一通がないのである。

　多分、他の書類に紛れて裁断機で処分したのであろう。

　何１０通というガサ状の中で、捜索の出来なかったという一通である。

　これは、捜査事故として警察本部に報告することになっているが、私のことである。

　こんな報告をしていたら警察本部から根堀りはほり状況をきかれるだけ時間の無

駄だ、と割り切り報告をしなかったし、している暇などはなかった。

　ただ裁判所には、捜索執行の有効期限を過ぎたガサ状は返戻しなければならな

いので、返戻できない状況を書面で報告した。

　この事件は、児童福祉法違反（淫行させる行為）として８人の被疑者のうち６人を

逮捕した。

　この頃になり、やっと警察本部少年課や防犯特別捜査隊からの応援となり、警察

署の刑事第一課（泥棒担当刑事）や刑事第二課（暴力団担当刑事）の応援も貰え



るようになる。

　しかし主犯格の暴力団幹部２名は依然逃走を続けていた。

　情けないことに今度は、刑事第二課（暴力団担当刑事）に逮捕被疑者の取り調べ

を割り当てると「出来ません」と来た。

　理由を聞いたら取り調べに自信がないと言う。

　『なぬぅ～？出来ないって？あんた刑事でしょ！』と怒りはピークに達し、さっそく

刑事二課長に申し入れて選手を交代させた。

　一方、検事は、証拠品のビデオテープ原版を絶対に押収することを強く求めて来

た。

　頭をひねり知恵を絞り、ガサ予定場所を選定するが、令状請求をすると裁判官か

らは、ガサ状請求を却下されそうになる。

　「裁判官、他のガサ請求場所は却下されても構いません。しかし、このガサ請求

場所の令状だけは何としても発付して下さい」と粘る自分。

　裁判所も大きな事件を追っているのを理解してくれたのか、全てのガサ状を発付

してくれたが、私達の粘り勝ちであった。

　急遽、ガサ状を大阪府警察本部に送付しガサの執行を捜査嘱託したところ、遂に

大阪府下のビデオテープ販売店から本件の証拠品であるビデオテープ原版の押

収を見るに至った。

　こうなると犯行状況再現のための検証調書（いわゆる実況見分であるが、検証許

可状という令状による証拠保全手続きのこと。）を作成していた捜査員は、「わぁ、

俺の検証調書要らくなったか！」と冗談が出る始末である。

　ところがこのガサの捜査嘱託で大変な事件の付録が付いて来たのである。

　何と別な犯罪ビデオテープが押収手続きを経て送付され、犯行の一部始終が

映っていた。

　ビールに薬物を混ぜてこれを女性に飲ませ乱暴した事件であった。

　本来は、刑事第一課の強行犯係（凶悪事件担当）が担当する事件であるが、これ

も防犯課で処理することになった。

　この頃になると札幌地方検察庁も事件の拡大化に理解を示してくれて検事１名、

副検事１名、事務官２名の専従体制となった。

　こんどは被疑者全員がビデオテープに全て映っており、否認しても公判に耐えら

れるが、逆に肝心の被害者が分からないし薬物が分からない。

　そのため被害者２名の女性の割り出しと薬物の特定の捜査が急務となった。

　士気が高まっている組織は心強い。

　寝食を忘れての捜査とは、まさにこんなことを言うのだろう。

　西警察署で、この事件を追いかける捜査員は燃える集団になっていた。

　私も夜中の０時近くに警察署から徒歩５分ほどの官舎に戻り、その日に捜査員が

作成した供述調書や捜査報告書に目を通すが、気持ちが高ぶって眠りに付けない。

　官舎に２～３時間ほど居て書類を読み続け、夜中の午前２時、３時に、また警察



署へ捜査書類入りの風呂敷を抱えての出勤である。

　警察署では、東の空が明るくなるまで書類を読み通した。

　そして課員の出勤前に少しばかりのうたた寝をした、よく躰が持ったと自分ながら

に感心した。

　そして俗に『罪を憎んで人を憎まず』と言うのは嘘だとも思った。

　『罪を憎んで人（犯人）も心底憎んだ』というのが、当時の気持ちであり、『こいつら、

絶対に許さない！』そう固く心に決めた。

　捜査員も、こみ上げる怒りの感情を抑えて良く頑張ってくれた。

　証拠品のテープを繰り返し検証して、映っていた不鮮明な学生証から被害者２名

を特定したのである。

　一方、薬物も札幌市内の薬卸問屋を駆け回り、遂に犯行に使用した薬物も割り

出したのである。

　「●」というもので薬効は素晴らしいそうだが、悪の手に渡るととんでもない凶器に

変貌する薬剤であった。

　被害者の親には事情を話して、告訴状の提出を受け、特定した被疑者１１名全員

の逮捕状請求を行った。

　検事からは、全員一斉同時逮捕して身柄付き事件送致を願いたい、というこれま

た大変な注文が付いた。

　所在の割れない被疑者も居たため、そのヤサ付けの苦労は並大抵のことではな

かった。

　このような難局を捜査員とともに乗り越え、結局９名の逮捕であった。

　この頃である。

　私は検察庁での捜査打ち合わせを終えて帰署途中、警察署の前で物損交通事

故を起こしてしまった。

　捜査のことで頭が一杯、飽和状態であったのは間違いない。

　私にも過失があったが、相手も自分も運良く怪我はなく廃車寸前の公用車であっ

たが、１３万円程度の修理代見積りである。

　ところが、副署長に報告したところ、なんと同僚の交通課長が登場してくれて相手

と話し合い、結局私の出番はなく示談成立である。

　もちろん本部監察官室への報告はなかったが、なんと素早い処理かと感心もした。

　何と双方がそれぞれの車両を修理することで決着がついてしまった。

　そして、この修理代も副署長の管理する裏金から支払われ一件落着であった。

　何とも便利な裏金の使途であった。

　裏金のことに触れたついでに、毎月配分された課の運営費についても、少し触れ

よう。

　この事件は、完結まで９か月を要した。

　そして最後に逮捕した被疑者は、神奈川県下のホテルに潜伏していたのである。



　神奈川県警に手配をして、ホテルの部屋番号まで通報してやったのに該当者が

いないとの回答である。

　何をとぼけた回答をよこすのか、とも思った。

　潜伏先情報の信用確度２００パーセントなのに、である。

　警察本部を中継すると、往々にしてボタンの掛け違いが生じる。

　ここまで追い詰めた被疑者を逃がすものか、これまでの苦労が水の泡になる。

　再度、直接詳細な状況説明の電話を入れたところ、まもなく「逮捕しました」の回

答である。

　こうして神奈川県警の警察官は、全国に指名手配していた被疑者を何の苦労を

することもなく逮捕し、身柄を西警察署に押送したのである。

　しかし身柄の引き渡しを受けて「はい、さようなら」とは行かない。

　刑事防犯担当次長、副署長に相談して神奈川県警の捜査員２名をススキノ繁華

街に案内して飲食接待いわゆるミニミニ官々接待をすることになった。

　支払いは、当然、例の運営費から３万円ほど使わせて貰った。

　一方、自分の自腹を切った金を計算してみた。

　この９か月の捜査で個人のポケットマネーから使った金は約１３万円であった。

　家内に懇願しては金を貰う貧乏警部としての侘びしい気持ちは今でも忘れない。

　捜査費を配分してくれないからどうしようもないのである。

　捜査員に晩飯を食わせないで馬車馬の如くこき使う訳には行かないし、そうかと

言って副署長に言っても追加配分してくれないのは知っていた。

　警察本部の少年課に「どうなっているんだ。この事件で国費の捜査費が相当入っ

ているんだろう。金を追加で配分できないのか」と怒鳴り散らしてしまった。

　この事件はとっくに、警察法施行令に定める「国費事件」に該当していたことを

知っていたから要求したのである。

　担当の本部の課長補佐（警部）曰く。

　「西署には、十分過ぎる配分をしている筈だ」

　「何が十分だ？いくら配分しているのか金額を言ってみれよ」

　こんなやりとりで最後は喧嘩腰になってしまうが埒があかない。

　さすが警察本部少年課もこんな負けず嫌いの防犯課長に閉口したのか、「北海

道警察本部少年課長」名でのし袋に「激励」と題して現金１万円を二度ほど届けてく

れた。

　これとても正規の予算執行ではない。

　しかし、連日３０名から５０名の捜査員を夜遅くまで勤務させ飯を喰わせるには、

焼け石に水・雀の涙程度の金であったがありがたく頂戴した。

　しまいには『俺は、乞食じゃないんだ』と開き直り自腹を切って金を出し、課員や応

援に来てくれた他係の署員そして本部の捜査員の空腹を満たした。

　これが第一線警察署の実態であった。

　北海道警察の裏金問題が表面化してからの上層部のコメントは『不適正な予算

執行の使途は、捜査員の夜食や補食費あるいは事件解決の苦労をねぎらう激励



費』とあった。

　「昔から補食費を出していないのに、何故、２０００年（平成１２年）度から急激にそ

んな支出が増えるのか」と声を大にして言いたい。

　事実この署長は、９か月に及ぶ捜査終結時に慰労会を開催してくれた。

　検察官・検察事務官を招待しての苦楽を共にした捜査員、防犯課長の私などが

管内の居酒屋に参集して総勢２０名ほどで打ち上げを行った。

　署長、刑事防犯担当次長も出席したが、彼らは何も苦労していない。

　署長からのねぎらいは形だけで、顔は検察庁を向いているのである。

　懇親会の中身は、予算が一人３,０００円で飲み放題付きのささやかなものであっ

たが、捜査員はこれで満足してくれたのが何よりも嬉しかった。

　当然、費用は裏金からの支出であるが、自分の運営費からは支払っていない。

　後日、副署長が精算をしたようである。

　何に使っても誰も咎めない。

　そして現場の捜査員への元気づけとしては、効果のある実に便利な金なので

あった。

　余談であるが、くだんの警察庁長官賞状の原本は、北海道警察本部防犯部少年

課に取られてしまった。

　西警察署に来たのは、賞状のカラーコピーである。

　現在、札幌の西警察署大会議室に飾っているのがそれである。

　それもそうだろう。

　上層部は、いつもいいところ取り、美味しいところを取るのは前にも話した。

　配分された国費の捜査費は決して少なくないだろうが、その金額までは知らない。

　西警察署と他の警察署の捜査した事件を合体させて創作し、「北海道警察悪質

福祉犯取締本部」と銘打って警察庁にオーバーに色づけした事件報告を行っての

長官賞である。

　警察上層部は現場がこうまで苦労しているのに、上であぐらをかいて予算を獲得

していい思いをするなんて・・・、と事件捜査終結後ひとりため息をついた。

　しかも重要・凶悪な福祉犯罪を挙げたと、はしゃいでいる。

　『警察は被害者のために何かできたと言うのか？上層部が美味しい思いをしただ

けでなかったのか？事件に藉口して多額の予算獲得？』

　当時は、そのような答えしか出せなかった自分であった。

　警察本部少年課の次席にはおねだりをした。

　副賞の要求である。

　中身は、市販の５００円テレホンカードに「北海道警察悪質福祉犯取締本部」の文

字を印刷したものが配られたので、捜査員全員に配った。

　しかし配付されたものは、何とも見栄えのしないテレホンカードであったため、異

動で変わった新しい少年課次席に粘って再度おねだりした。



　この次席の配慮で、長官賞状は写真撮影したオリジナルテレホンカードに変身し

たのである。

　確か一枚 800円だったと記憶しているが、勿論正規の予算からの措置でないの

は言うまでもない。

　配付された枚数があまりにも少なかったので、追加購入分は、私が管理していた

裏金である運営費から拠出購入して捜査員に配付した。

　

　一方、良く言われる「時間外勤務手当」にも触れておこう。

　これらの捜査に従事した捜査員の時間外勤務手当は、一か月１４万円ほどをつ

けた。

　これとても実績の３０％前後の支給率であったと思う。

　ちなみに当時は、警部補以下に警察職員の時間外勤務手当や休日勤務手当は、

警部である私が課員分の調整を行っていた。

　休日勤務手当というのは、祝祭日に勤務する地域警察官が主な交付対象である

が、警察本部の粋な計らいでたまに警察署や本部各課に適当に配分されていた。

　適当と言えばお叱りを受けるが、実にいい加減・適当であった。

　休日勤務をしていなくても配分される。

　逆に休日に警察署から招集されて勤務しても手当を貰えないこともあり、実に曖

昧なのである。

　特に刑事・生活安全・警備・警務・会計の職員からすれば『三交代制の地域警察

官や交通警察官ばかり優遇する休日勤務手当』は不公平感を増幅する原因であっ

た。

　したがって私は、後述する旭川方面本部地域課次席、弟子屈警察署次長時代も

地域警察官の休日勤務手当は、時間外勤務手当と同等視して恣意的に調整をし

た。

　要は休日勤務手当の支給されない警察官の時間外勤務手当を底上げしたので

ある。

　本来はほめられたことではなかったが、そうして不公平感を排除しなければなら

なかった。

　同じ仕事あるいはそれ以上の仕事に励んでいる者より、楽な勤務をしている地域

警察官が高い報酬である「休日勤務手当」を貰えるという手当支給体系が我慢なら

なかった。

　休日勤務手当の一時間の時間外勤務手当の単価は給料によって個人差がある

が、２，０００円から４，５００円くらいであった。

　だから地域警察官や三交替制勤務の警察官は、祝祭日に年次休暇をとる者は

ほとんどいない。

　２，０００円×１６時間（当直日）＝３２，０００円が黙って給料のほかに加算される

のである。

　こんな馬鹿な手当支給を見直すことは、裏金を根絶することと同じくらい必要なこ



とだ、とつくづく思う。

　西警察署時代、副署長からは「係長には、齋藤課長より多く時間外手当を付ける

なよ」とまで言われた。

　管理職手当の支給されない警察署の警部は、それに代わるものとして時間外勤

務手当が支給される。

　警部の時間外勤務手当の査定は副署長が行っていたから逆らえない。

　副署長に「今月の私の時間外勤務手当はいくらにしてくれるんですか」などとはと

ても聞けたものではない。

　結果的に私の毎月の時間外勤務手当は１０万円前後で、常に部下であった係

長・主任の後塵を拝していた。

　自分は、手当の多寡ではない、と割り切っていたし、それよりも防犯課に多くに時

間外勤務手当を配分してくれた副署長の配慮には感謝、感謝の毎月であった。

次回は「騙される課長」を１０月１５日頃アップする予定です。 
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第１４回　騙される課長

　課員に騙された話であり、少し前置きが長くなるがお許しを願いたい。

　私が勤務した札幌西警察署は管内の中学校からの信望が厚かった、と今でも自

負している。

　とにかく釧路警察署の防犯課長時代と全く違う。

　何が違うかといえば札幌市内の問題中学校の場合、校内暴力の質・内容があま

りにもひど過ぎたのである。

　突っ張りの中学生は、授業中にほかの生徒を押さえつけて椅子の下から電器ドリ

ルの電源を入れてお尻に傷を負わせる。

　教師もその状態を知っていながら注意をしない。

　授業を抜け出して校舎屋上でタバコを吸う、紙に火を付けて廊下を走り回る、昼

食用のスープや牛乳入りのバケツをひっくり返し廊下じゅうを汚すのは日常茶飯事

である。

　髪は赤く・青く・黄色く染め、この生徒達を立たせて並べるとまるで信号機であった。

　学校に出て来なければ自宅や友達の家でのシンナー遊び、いわゆる「あんぱん

で自己陶酔」となるのである。

　特に私は、電器ドリルの件に関しては、やった突っ張り生徒は勿論、教師を許せ

なかった。

　問題中学校の校長と生活指導担当教師には、平穏な授業が行えるように力を合

わせて取り組みましょう、と訴え続け問題少年の補導の必要性を繰り返し訴えた。

　犯罪少年として任意の取り調べを行って帰宅させると次の事件や問題を起こす。

　まさに「いたちごっこ」が続いた。

　私の少年に接する考え方は、「少年はゴム鞠と同じで、凹んでいる原因を取り除

けばまん丸になる。少年もゴムマリと同じで可塑性がある。その凹んだ非行原因を

取り除きたい」ということを常に意識して仕事をしていた。

　そういう気持ちはあっても、遂に強制力を執行する決定的な問題が起きた。

　教室で暴れ、職員室で暴れるため、警察官の現場急行要請が学校からなされた。

　駆けつけたところ職員室のロッカー・机を蹴飛ばし、やりたい放題の状態であった。

　「Ａ。分かった。やりたいのなら徹底的にやれ。直ぐに逮捕してやるから」恫喝した

が、やはり敵もしたたかであった。

　『逮捕』の言葉を聞いて急におとなしくなったが、このまま放ってはおけない。

　私が考えていたのは、家庭裁判所の強制力という隠し球であり、裁判官から緊急

同行状の発付を受け少年を鑑別所に収容することであった。

　家庭裁判所の調査官に電話一本で緊急同行状の発付を申し入れた。



　裁判所としてもこれまで電話一本での緊急同行状の発付例が無いのか、躊躇し

たようである。

　ことは急を要していることを説明してやっとの思いで緊急同行状の発付を得て少

年を家庭裁判所経由の少年鑑別所に収容したのである。

　通常は、書類で裁判所に通告して審判を受けさせて・・・が正攻法であるが、この

時は緊急の措置であった。

　これを契機に突っ張りグループは自然解体に向かうのであったが、中学校の沈

静化には相当の時間とエネルギーを要した。

　このような取り組みが中学校関係者に理解されたのか、ある日、一校長先生から

懇親会の誘いを受けた。

　丁度、私自身都合が悪かったため、少年係長（警部補）と少年係主任（巡査部長）

を出席させることにした。

　また手ぶらでは係長達に恥をかかせると思い、管内住民からいただいて保管して

いたビール券１０枚をのし袋に入れて持参させた。

　しかしこれだけでは出席する課員２名が二次会に誘われたりして肩身の狭い思

いをさせてはと考え、例の裏金である防犯課運営費から１万円をのし袋に入れて

合わせて携行させたのである。

　ところが懇親会の翌日、くだんの校長先生が私を訪ねて来署した。

　前日部下に持たせたビール券１０枚入りの袋を差し出してきて「齋藤課長、これは

受け取れません。いつも私共のほうがお世話になりっぱなしなんですから」と受け

取りを固辞して言うのである。

　１万円札入りの「のし袋」なない。

　途端に私と少年係長の目と目がガチンコ。

　係長は、今にも穴があったら入りたいようなひきつった顔になっているのである。

　もう阿吽(あうん)の呼吸で分かった。

　私は腹の中で『係長、ふざけたまねしゃがって！１万円をよっこしたな！』と思いな

がら睨みつける世界である。

　係長は『課長、ごめんなさい。校長先生に渡さないで主任と２人で５，０００円ずつ

山分けしました』と自供しているバレバレの空気そして空間がそこにあった。

　しかし私は、校長先生が帰った後も部下を叱る気にもなれなかった。

　『部下は、上の幹部のやっていることを見抜いているなぁ』と妙に自分を納得させ

てこの件では係長を責めないことにしたのである。

　この係長も今では、北海道警部になっている。

　そのうちに「北海道警視」になるのだろうが、「軽視」にだけはなって欲しくないもの

だ。

　このように裏金のもたらす弊害は、まさに上から下まで腐りきった心になり下がっ



ていた。

　上層部の不正は、部下に完全に見抜かれていたのである。

　上がやっているから俺たちも「ずるっぺ」をしなければ損、という勘違いの世界が

そこにあった。（つづく）

　次回は、１１月１日（木）　第１５回　「力のある幹部とダメ幹部」をアップ予定です。
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第１５回　力のある幹部とダメ幹部

　ついでに札幌西警察署防犯課の S巡査部長の素晴らしい仕事を披露しよう。

　カイロプラクティックという整体師が、ニセ医者をやっていた事件である。

　レントゲン写真を見てあるいは患者に金属棒を持たせコンピューターに接続した

画面から「貴方は、胃が悪い。肝臓が悪い」などと映像診断して薬剤まがいのバイ

オ錠剤などを交付していた本物の医者顔負けのニセ医者事件である。

　ガサ（家宅捜索）をして大量の薬剤、カルテなど膨大な証拠品を押収した。

　勿論、診療所にあったコンピューター機器など全てを差し押さえたが、署長とは大

モメした。

　「大量の薬剤やカルテは、本件違反事実に関係ない」いわばガサ状の差し押さえ

すべき物の範疇を越えている、と言い張りガサ状の請求書を決裁しないのである。

　刑事警察と防犯（生活安全）警察の感覚の違いをはっきり悟った。

　「医師法違反ですから「医業」を立証しなければなりません。ガサ状に書かれてい

る犯罪事実だけの証拠品では、立証できません」と、この時だけは引き下がらな

かった。

　さすがに署長も粘る私に根負けしたようで、しぶしぶ納得？決裁をしたのである。

　さてここで、コンピューターの鑑定処分許可状を裁判所に請求した時である。

　「令状判事が齋藤課長に用があると言っていますので、印鑑を持参して裁判所に

来て下さい」と事務官を通しての連絡である。

　『印鑑を持参せよと言うからには、令状却下はあり得ないな？』などとあれこれ想

像しながら、おそるおそる裁判所に赴いた。

　何と用件は「鑑定処分許可内容」の記載要領指導についてであった。

　裁判官からのこんな指導は初めてであったし、当の裁判官も初めての体験だった

のであろう。

　「齋藤課長、ここのところはこういう表現を使った方がいいのでないですかねぇ」と

裁判官のアドバイス付きガサ令状発付であった。

　ところで問題のコンピューター機器は、あらかじめ大学の機器診断部に内諾を得

ていたので鑑定嘱託を依頼した。

　鑑定結果は、『本機器は、電流が逆流して金属棒を掴んだ者は感電する恐れが

ある。』という危険性が指摘され、日本の医学界では到底是認されるしろものでは

ない、と言う鑑定結果であった。

　一方、カルテの解読は、札幌市内の薬問屋等から「医学専門辞書」の借用を受け、

ここでも英語に強い地域警察官の応援活躍とあい成った。

　たが本部から応援に来た捜査員は、一枚ずつカルテを同じ英文語で作成し直し

たから、これまた大変。

　パソコンの普及していない時代で、まだワープロ機器が主流であった。



　ワープロで作成した文書を原本のカルテと対比するとスペル間違いの多いこと、

多いこと。

　検事にも指摘され、修正には、これまた膨大な時間を費やした。

　そんな捜査の中で S巡査部長は、なんとコンピューターソフト関連ブローカーを割

り出して来て、電話の相手先はアメリカであった。

　ﾌﾞﾛｰｶｰの自宅の電話番号まで把握して来たので警察電話を使っての国際電話

を架けると言う。

　そして自信ありげに「まかせて下さい」と来た。

　不安げに見守る私をよそに警察電話経由の国際電話が始まった。

　「ハロー、アイアムジャパニーズポリス▲※○■×▽●□？？？・・・」

　おいおい、大丈夫かいな、と不安げに見守る私の前で今度は、日本語で話し始め

たのである。

　何と相手は、日系二世の女性で日本語がペラペラだったのである。

　この女性には、全面的な協力をいただきソフトの製造先を割り出しに努めてくれた

が、結果的に不発に終わった。

　しかしアメリカの自宅から警察署に FAXを送信してくれるやら、国際電話をくれる

やらで海外からの捜査協力には感謝した。

　そして S部長の物おじしないバイタリティ溢れる捜査には恐れ入った。

　彼も、今や押しも押されぬ北海道警部であるが、この電話捜査は、警察庁をアテ

にせず、一警察署の独断先行で行った。

　いわゆる国際捜査共助を無視しての捜査であった。

　逆に、使い者にならない幹部は躊躇せず異動させた。

　この頃は、防犯課長以下１２名の課であったが、地域警察官が非番日には防犯

課に寄ってくれて取り調べ技術を勉強してくれた。

　私達専務係も未決事件がどんどん処理できるし、地域警察官は被疑者の取調べ

技術の向上という実力がつくのであった。

　当然、防犯課の裏金である運営費から彼らの昼飯代を奮発した。

　士気の高まっている組織には、一石三鳥くらいの効果があった。

　ある時、少年係が把握していない少年未決事件が発覚した。

　自転車を盗まれた少年のお母さんから「盗んだ少年の名前を教えて下さい」とい

うことである。

　あっちこっち探してようやく判明した。

　事件記録はなんと、少年係長の机の中にしまい込まれていたのである。

　机のなかの書類を出させたら係の把握していない事件記録が更に出てくるわ、出

てくるわ。

　こういうのが時折、『未決事件を放置！』などと新聞記事になるのである。

　そもそもこの係長は、事件捜査の手続きやプロセスを熟知していなかったし、知ら



なさ過ぎたのである。

　盗まれたバイクのナンバープレートを被害者に返さないで放置していた。

　頭にきた私は「I（巡査長）、そんな事件は、不送致で終結させてしまえ！」と怒鳴り

つけて指示したところ、「齋藤課長、そんなこと出来ません。このナンバープレート

は、少年達がひき逃げ事件を起こしたバイクのものです。ひき逃げ事件の証拠品

でもありますから」と言う。

　ひき逃げ？そんなもの逮捕事案だろう、私は完全に切れていた。

　部下の方がよほど気が利いてシッカリしていた。

　おまけに捜査手続きも研究・熟知し、係同士で切磋琢磨して勉強し合っていた。

　このような大事な事件でもチンチンたらたらで捜査され、捜査書類を隠されて一々

捜査の進捗状況に気を揉んでいたのでは自分の体が持たない、と真剣に考えた。

　加えてこの係長は、警察署管内の防犯協会の現金を管理していたが、危なっか

しくて任せておけなくなってしまった。

　とうとう、この防犯協会の金の管理は、裏金である防犯課のいわゆる運営費とは、

きちんと区別してすべからく私が管理することにした。

　そして、防犯課員には警察学校教官時代の教え子が５人もいたため仕事の上で

も何かと心強かった。

　しかし、最後まで課員の足を引っ張ってくれる係長には閉口したものである。

　早速、次回の異動時に転勤させたのは言うまでもない。（つづく）

　次回は、１１月１５日（木）　　第１６回　「再び北海道警察本部勤務へ」をアップ予

定です。 



第１６回　再び北海道警察本部勤務へ

　９２年（平成４年）２月に北海道警察本部防犯部生活経済課（旧生活課）の課長補

佐勤務となる。

　最初の１年余りは、生活経済課事件特捜第二補佐（警部）として事件捜査に専従

して多くを廃棄物事件捜査に時間を費やした。

　廃校解体工事と廃棄物運搬は、自衛隊が輸送訓練名目に自治体から仕事を引

き受けることが出来る仕組みであったものの協議そのものが杜撰であった。

　自衛隊と市役所側双方で勝手に法律を解釈しての廃棄物処理法違反事件では、

徹底的に捜査した。

　そして上層部の刑事責任問題では、駐屯地司令だ、いや北部方面総監だ、そう

なったら防衛庁長官だ、そこまで言うなら内閣総理大臣だ、と飛躍しすぎる話が展

開され、馬鹿さ加減についつい笑ってしまった。

　自治体独自での廃棄物違反事件や本州から運び込まれた有害物質の含んだド

ラム缶入り廃棄物の不法投棄事件捜査等にも振り回された。

　廃棄物事件捜査に明け暮れているうちに、今度は土地開発に絡む農地法違反事

件で旭川に応援捜査に行けである。

　旭川は札幌から高速道路を利用して片道約２時間の距離である。

　特捜班の私以下５人が旭川に向かった。

　１週間程度、旭川に泊まり込んでの出張捜査である。

　そして、その後も断続的にではあるが長期出張は続いた。

　宿泊は、警察本部の道場、食事は次席から受け取ったなにがしかの裏金である。

　もちろん正規の出張旅費はゼロである。

　ホテルか旅館とお考えかも知れないが、北海道内の出張事件捜査で泊まる先は

概ね警察署、本部あるいは方面本部の道場または警察学校の分校と相場が決

まっていた。

　会議出張の場合は、１泊程度であるから概ねホテル・旅館の宿泊である。

　こういう所に、警察裏金の温床が存在するのである。

　翌５年４月からは、生活経済課企画指導補佐として警察署の事件指導に当たっ

たが、見たこともない法律で汲々とし現場警察署には、法律を知らない「企画指導

補佐」として随分迷惑をかけたと思う。

　そしてまた少ない署員の中でも、目的意識を持って生活経済事件の端緒を掴ん

でくれる現場警察官には頭がさがる思いがした。

　加えて厚生労働省（当時は厚生省）官僚の作った廃棄物関係の法律には、常に

頭を痺れさせられたものである。

　とにかく法律が難解過ぎて脱帽であった。

　事件を一山処理すれば今度は、出資法違反事件である。

　東京の大手企業が北海道を舞台とした一件の融資が３００万円というフリーロー



ンを組んだことから始まった。

　窓口となった金融業者は媒介手数料を取り、保険会社の社員は金融業者と結託

して融資を希望する客にマイカーの任意保険契約を強制したのである。

　保険会社社員は、保険契約が飛躍的に伸びるという利点に目をつけての仕事で

ある。

　顧客は、３００万円の融資額からいろんな名目で引かれる手数料があってもこの

ローンに飛びついた。

　結局は、東京の企業は多くの焦げ付き債権を残したが、バブルが落とした事件で

もあった。



第１７回　ステーキに変身した裏金

　北海道警察本部防犯部生活経済課時代、新しい課長が地方から転勤して来た

が、私以下７名が引っ越しの手伝いを指示された。

　もちろん手伝いに行く課員は、全員「年次休暇届」を作成し次席に提出して行った。

　これは部外者、特に新聞記者等に指摘された場合の言い訳対策にほかならな

かった。

　どこの所属でも、そうしていたようだ。

　引っ越しが終われば「年次休暇届」は当然破り捨てて廃棄処分となり、休暇は取

得しなかったことになる。

　引っ越しの手伝いに行く際、私は次席から裏金の１万円札１枚を渡された。

　引っ越しの際の昼食代として、である。

　ところが、ここで次席と私のボタンの掛け違いが生じる。

　次席は、６００円程度のコンビニ弁当で７人分、当然に課長補佐である私から５，

０００円程度のお釣りがあるとの認識の世界・・・・。

　一方、私は『わぁ。次席にしては気前がいいなぁ。よし、これで今日は一人１，５０

０円位のステーキランチが喰えるぞ』との大喜びの境地である。

　課長の荷物を自宅に運び入れて引っ越し手伝い任務終了、予定通りステーキラ

ンチを部下と喰うことにした。

　「補佐、凄い豪華版ですね。いただきまぁ～す」ファミリーレストランで私以下、ス

テーキランチをパクついた。

　みんな大満足であった。　１万円を使い切り、足の出た端数は自分が払った。

　「ただいま～。今帰りました。」生活経済課事務室へ戻って次席に引っ越し手伝い

終了報告をした。

　自分の席に戻ろうとすると「齋藤補佐、お釣りは？」と次席が怪訝そうな顔で言う。

　「７人で昼飯代に全部使いましたよ」と答えたとたん、次席は口をポカ～ンと開け

てアングリ、あっけに取られた。

　『あぁっ。そうなのか。それならそうと最初から昼飯代の個人単価を言えよ』と内心

思ったが、既に後の祭りである。

　１万円の裏金は、私以下７人捜査員の胃袋に収まっていた。

　この時は、生活経済課長の引っ越しというプライベートなことでのお手伝いである。

　どう見てもこの１万円は、道警の弁解する「補食費」とは言えない。

　ここでは、警察本部の課長引っ越し手伝いに行った課員の昼飯代になって胃袋

に消えた実にいい加減な裏金であった。



　次回は、12月 15日アップ予定です。

　「趣味が共通した縁」～原田宏二さんとのサイクリングの思い出話です。 

http://www.geocities.jp/shimin_me/kunio1.htm#18


第１８回　 趣味が共通した縁

　北海道警察本部防犯部生活経済課時代の平成５年７月のことである。

　この日の朝、私は北海道の北東に位置する雄武（おうむ）町の広場に佇んでいた。

　「'９３オホーツクサイクリング第１２回大会」への初参加である。

　これから２日間で２１２Ｋｍを走破すべく会場に集まったサイクリストの颯爽とした

ウエアーや素晴らしい自転車にみとれながら緊張の面持ちであった。

　多くのサイクリストはスパッツ風の短パン、カラフルなウエアー、ヘルメット、ペダ

ルにロックされるスパイクシューズ等々、スタート前から諸準備が違う。

　私はジャージスタイル、履き物はジョギングシューズである。

　私と同じような服装の参加者もいるにはいるが、何せ自分はパンクしたらタイヤ

の交換もできない。

　中にはリヤカー顔負けの太いタイヤのマウンテンバイクのサイクリストもいる。

　それに加えて私はハンドルから手を離してのギャーチェンジも不慣れで下手であ

る。

　バランスを崩したら最後、自転車から転げ落ちる。

　その不安を解消する一番安全なギヤーチェンジ要領と言えば、一旦、自転車から

降りて後輪を持ち上げてタイヤを回してギヤーを入れ替えて再び走行する程度の

技術である。

　場違いなところへ来てしまったと思うが、もう遅い。

　スタート時間は刻々と迫ってくる。

　落ち着かない気持ちでいると、「齋藤君、齋藤く～ん！」・・どこからか聞き覚えの

ある声がする。

　『んっ？』振り返ってみると、なんとそこには北海道警察本部防犯部長である原田

宏二さんが颯爽とした姿で立っているではないか。

　サイクリングウエア・サングラスそして本格的な競技用自転車であるロードレー

サー。

　はじめは良く分からなかった。

　『んっ？んっ？あっ～防犯部長だ！何でこんなところに・・？』と思うと同時に挨拶

をした。

　「あーっ！おはようございます」

　「何をしていたんだ？俺は昨日、雄武入りしたんだぞ～。参加者の名簿を見てい

たら齋藤君も参加しているのが分かって探していたんだよ」

　「あぁ、済みません。私は夕べ生経（生活経済課のこと。）の仕事が終わってから

札幌をマイカーで出発して雄武には、夜中の１時過ぎに着きました」

　これが原田さんと私のサイクリング最初の出会いであった。

　『防犯部長、こんな趣味があるんだ』と随分驚きもしたものである。



　この時のスタート、自分は先頭集団、原田さんは末尾の１，８００番台と記憶して

いる。

　聞くところによると参加申し込みは、締切り終了後に申し込んだから末番だと言う。

　元気よく先頭集団で走行するがだんだんとお尻が痛くなる。

　途中、途中で原田さんと会話するたびにサドルが違う、アンダーウエアが違うこと

が徐々に分かり始める。

　下着の上には更にパット付きパンツを履いており、ペダルは靴に固定金具でロッ

クされているとも言う。

　諸準備が全然違う。

　原田さんの凝りようには恐れ入ったが、これを契機に２人は、サイクリングには

まってしまうのである。

　翌年からのオホーツクサイクリング大会への参加準備手配は、私が全てを引き受

けた。

　更に原田さんと自転車を乗るようになって気づいたのは、プライベートの遊びでは、

階級や仕事の話は一切しないことであった。

　オホーツクサイクリング大会のコースなどについて触れよう。

　２日間で２１２Ｋｍの距離を走行するのであるが、概ね２０Ｋｍごとに補給所があり、

それぞれの町の特産品である「牛乳、チーズ、あんパン、アイスクリーム、ホタテの

貝柱、茹でたてのじゃがいも（バター付き）」などのほか、北海道特産品入り弁当、

通行手形の提供等がある。

　他の参加者との競走ではなく、前の梯団を追い越さずルールを守って走行する

ファミリー的な大会である。

　ゴールは、ほかでもない斜里町（しゃりちょう）である。

　斜里町は、０５年（平成１７年）に知床一帯が世界的遺産に登録となり、全国的に

その名が知れわたった街である。

　ゴールが近づくほどに沿道の学校前などでは、生徒とともに先生・父兄が、１８

リットルの灯油缶を「ガンガン」と叩くなど、その熱狂的な応援ぶりには、初めての参

加者は度肝を抜かれる。

　それほどまでに参加者と応援する者が、一体となって感動するのである。

　サイクリングの初日に１４０Ｋｍ完走して網走市の手前「常呂町（ところちょう）」ま

で来たら楽勝な筈である。

　敢えて筈と書いたのは、その後の大会で私は大変なハンガーノックで散々な目に

合うのであるが、詳細は後述する。

　２回目の参加からは、「冷えたビール、ジンギスカン肉、カボチャ・ピーマン・タマネ

ギ・もやしなどの野菜そしてコンロ、炭」などをサポート用のマイカーに積載して行き、

常呂町で１日目無事完走の労い懇親パーティである。

　更には、途中で仕入れる浜ゆでの「毛がに」・・・・・・美味いの何のって、とにかく



半端でない。

　オホーツクのグルメ満喫独り占めサイクリングである。

　１，８００人ほどの参加者でもそんな豪華版夕食会を開催していたのは、私達の

ほか数グループのみであった。

　この雄大な北海道の夏の自然を満喫するのには、これくらいのグルメレジャーを

お奨めしたい。

　当然、２回目からの参加は、警察本部の生活経済課長が年次休暇を反対できな

い状態になっていた。

　「防犯部長の随行」のよう振る舞い、仕事を離れて思う存分サイクリングを楽しん

だ。

　そしてこのような原田さんとの懇親の場では、何度も言うが階級の世界を感じるこ

となく歓談させてもらったのである。

　こうした気さくな人柄が、長くお付き合いさせていただいた理由のひとつだったと

思っているし、そしてまた原田さんの奥さんもオホーツクサイクリングに同伴された

のも今では懐かしい。

　また、原田さんには絶対かなわない場面があった。

　上り坂である。

　私と原田さんは、年齢が丁度１０歳離れている。

　私の方が断然若いにもかかわらず「上り坂」は絶対に付いて行けなかった。

　「スッ、スウ～、ハッ、ハ～ァ」教えられた通り呼吸のリズムを取ってもやはり上り

坂ではどんどん離される。

　終いには『なんだ坂、こんな坂。なんだ坂、こんな坂！』の呪文を唱えるが、やは

り付いて行けない。

　脚の鍛え方の違い思い知らされたし、これが、原田さんと私の決定的な技量の違

いであった。

　０５年（平成１７年）２月に上梓した『警察内部告発者（ホイッスルブロワー）』の中

で筆者の原田さんは、「齋藤君は、アゲインスト（向かい風）の時にスッスッと前に

出てドラフト（風よけ）をしてくれる」と書いている。

　原田さんの前に出るには出るのだが、常に上り坂になると原田さんが引っ張って

くれていたのが真相である。

　一緒にサイクリングをした私が言うのだから間違いない。

　原田さんの足は鋼と言ったら大袈裟であるが、それほどまでのパワーの持ち主な

のである。

　その証明は、後述するドラマでも証明されるのである。

　ただし、原田さんの自転車はゴールしたとたん、決まってパンクした。

　完走した安堵感からか、パンク修理だけは、いつしか私の「特技」になっていた。

　そのほか旭川市近郊１６０Ｋｍを８時間で走破する旭川センチュリーランにも参加

した。



　他の参加者と時間や着順を競うのではなく、８時間で完走すれば良い。

　したがって８時間ほとんど自転車に乗りっぱなし、ペダルを漕ぎっぱなし。

　自転車から降りるのは、信号待ちと一服タイムそしてトイレタイムくらいという奇人

が参加するような大会である。

　おにぎりは片手ハンドルで食べながら、そして水補給をしながら走行するのであ

る。

　羊蹄山を眺めながら山麓周辺を走破する「羊諦山（ようていざん）ぐるっとワン

ダーサイクリング」等々、北海道内の主だったサイクリング大会に一緒に参加した

思い出が蘇る。

　ただ残念なことに、このワンダーサイクリング大会は、その後サイクリストの死亡

交通事故が発生して中止になる。

　特にオホーツクサイクリングでは、その後、２人揃って９回連続参加した。

　平成１２年は、自分が弟子屈警察署次長であったため、原田さんはわざわざ弟子

屈に立ち寄ってくれた。

　と言うより私が立ち寄って貰ったと言った方が早い。

　私は次長としての立場上、いつ、大きな事件が発生するか分からないので容易に

休暇も取れなかった。

　ましてや金・土・日曜日と３日間も連続して警察署を留守にするわけにもいかな

かったのである。

　そのため弟子屈町からは、家内が私の自転車も一緒にマイカーに積んで原田さ

んと２人で雄武に向かった。

　原田さんは雄武から単独参加、家内はマイカーでサポートしながら南下してくる。

　自分は、日曜日に弟子屈町から網走市に向かい原田さんとそこで合流。

　網走からモグリ（不正？）のオープン参加とすべく計画を樹てたのである。

　しかし、大会３日目の日曜日に中継地点の網走市に向かったものの、あいにくの

悪天候でこの大会は網走までで競技は中止終了、２人にとっては記念すべき１０回

目は幻の大会に終わったのである。

　今考えてもオホーツクサイクリング大会では、２人とも「オホーツクの風」になり

きってサイクリングを楽しんでいた、としみじみ思う。

　このようなお付き合いをさせて貰った私は、警察官退職後も情に篤い原田さんの

機微に心を打たれるのである。

　長くなったが、ハンガーノックでダウン寸前になった大会を話そう。

　私は警察官時代に石川県で開催された『ツールド・のと』の大会にも参加して、４

２０Ｋｍを３日間で走行しており、体力的にはそれなりの自信があったつもりである。

　沿道の応援は、『ツールド・のと』よりもオホーツクの方が遙かに熱いことだけは断

言できる。

　あと斜里町のゴールまで残り２０Ｋｍ、浜小清水町（はまこしみずちょう）で原田さ



んとお目当ての「ジャガイモ」コーナーにたどり着くも、砕けたジャガイモしか残って

いなかった。

　でも２人は、お目当てのジャガイモを食べれただけでも大満足であった。

　とにかくここのジャガイモは、サイクリストの人気の的であるのは間違いない。

　私の悲劇は、ここから始まるのである。

　とにかく２日間は暑かった。炎天下である。

　いつもは、寒い、あるいは霧雨のような低温・肌寒い大会であったが、この時ばか

りはとにかく炎天下でヘルメット・帽子なしで走行した。

　そして自転車に乗っている最中、水分補給を怠っていた。

　ジャガイモを食べて、さぁ斜里町まであと残すところ２０Ｋｍ。

　この時、既に私の体力は限界に来ていた。

　それは浜小清水町をスタートして直ぐに来た。

　足のふくらはぎが痙攣をし出したのである。

　『やばい！来たっ！』と気づいた時はもう既に遅しであった。

　ピクッ、ぴくぴく。あぁっ！声を出して原田さんにＳＯＳを出す余裕もない。

　何とか遅れてゴールまであと１０Ｋｍほどという付近までは、ちょろちょろとペダル

を漕いで付いて行った。

　原田さんは遠ざかる、遠ざかる。

　結果的にギブアップ寸前の私は、何と原田さんから１時間も遅れてヨレヨレのゴー

ルであった。

　心配をかけたなんていうものではない。

　「すみません。足が吊ってしまいました」と謝る私に、妙に慰めかける原田さん。

　上司の足を引っ張り心配のかけ通し・・・・懐の深い原田さんに再度、心の中で

謝ってしまった。

　第１９回は、２０年１月１日にアップ予定。

　「毒を喰らわば皿までも！次席が自責の念にかられる」 
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第１９回　毒を喰らわば皿までも！次席が自責の念にかられる

　９７年（平成９年）４月、私は旭川方面本部地域課次席（兼務として通信指令室

長）勤務となる。

意識的に、生活安全部門をはずされたとの認識を持ったのである。

　次席の仕事は、課長の補佐、課員の人事・業務管理、旭川方面全体の１１０番通

報や交番・駐在所の指導的な仕事も持っていた。

　課長・指導官・私のほかに企画や庶務係のデスクが７人、指令室が１２人、パト

カー乗務員が１８人の計４０人の課であった。

　着任早々のことである。

　課長と私は、筋向かいに座る机配置となっており、普段はパーテーションで課長

の顔は見えない。

　その課長がパーテーションの横からひょっこり顔を出し「次席、次席」と小声で呼

びかけ私を手招きするのである。

　いつになく神妙な課長の顔であった。

　呼ばれるままに課長の机の前に立つと、何と裏金の分配金額の相談であった。

　相談というより指示的要素が極めて強かった。

　小声で「あのな、そのうちに庶務係長から金が次席のところに来る。毎月、俺が４、

指導官が３、う～ん、次席も３でいいか」と言うのである。

　課長・指導官は警視、私は警部であり、指導官と私の金額を同じにすることにた

めらいもあったのだろう。

　しかし金自体が得体の知れない何か忌まわしい金のようであったが、毎月、課長

が４万円、指導官と私が３万円ずつ受け取ることに決まった。

　ただ前任の次席の残していた裏金出納帳を見ても、その原資が何であるか良く

分からなかった。

１０日ほどしたある日、課長の言う通り庶務係長が使用済みの封筒に現金を入れ

て私に手渡してくれた。

　「これは？」・・・・・・７、８万円あったと記憶している。

　「いやぁ、そのうちに分かりますから」と随分奥歯に物の挟まったものの言い方で

ある。

　『お前、幹部を馬鹿にしているのか』と内心思い、別室に連れて行って聞いた。

　そうか、そういうことだったのか。

　人前でなんか言える金ではなかったのである。

　なんとパトカー乗務員の日額旅費手当（にちがくりょひてあて）をピンハネした金

だったのである。

　唖然としてしまった。

　そのうちにわかります、という係長の冷たい言葉と視線の意味も理解できた。

　部下は見て見ぬ振りをするのも当然だ、とも思った。



　指導官は、薄々胡散臭いと感づいていたかも知れないが、課長はピンハネのこと

を熟知している筈だ。

　そう思ったら馬鹿な私の性格丸出しである。

　北海道警察本部自動車警ら隊の副隊長に直接電話を入れた。

　北海道は、５つの方面本部から成っているが、本部の直轄パトカーを配置してい

るところは、札幌・函館・旭川だけである。

　釧路と北見方面本部には、本部直轄で運用しているパトカーはなかったのである。

　自分の上司である課長は、勤務中に図々しく裏金分配の指示するほどの男であ

り、アテにはならない。

　咄嗟に思いついた、総元締めの北海道警察本部自動車警ら隊の副隊長に電話

をしたのである。

　ところがやはり、やぶ蛇だった。

　「副隊長、何か訳の分からない日額とかの金を庶務係から受け取ったのですが、

これどういう意味ですか？止めるべきでないですか？」とぼけて聞いて見た。

　こんな馬鹿なことは、止める方向に流れが変わればとも思ったからである。

　既に電話の向こうでは飛び跳ねている。

　声が上ずり始めたのが分かる。

　「だ、誰がそんなことを言っているんですか。札幌ではそんなこと知りませんよ」電

話の反応からしてそれ以上粘るのは諦めた。

　それもそうだろう。

　旭川だけ（ピンハネを）やめた、となれば仲間同士で情報交換をして「何で旭川方

面本部だけそんなに日額旅費手当が多いんだ」と現場の混乱必至は目に見えた。

　これで『とんでもねえやつが、旭川本部の地域課に来たぞ』と警察本部では警戒

し出したと一人想像を膨らませた。

　さて私のその後の行動であるが、やっぱり課長に言われた金を自分の懐にしてし

まった。

　自分だけ良い子ぶるな、という声、止めておけという天の声。

　『ええぃ。毒を喰らわば皿までもだ』遂にピンハネの金を私は自分の懐に入れた。

　もの凄い後悔の念に襲われたが、２か月ほど同じように受領を繰り返した。

　１度でも２度でも、このような汚い金に手を出したことには変わりない。

　しかし自分は、まもなくピンハネの金を受領しなくなった。

　しなくなったというより地域課には、金がないのも止めた理由の一つである。

　刑事や生活安全部門あるいは警備公安部門は、捜査に藉口して「裏金を温存」

できる所属はいい。

　一方、警務、総務、監察、会計や地域部門は捜査を担当していないため、捜査に

藉口した裏金原資は作れないのである。

　課長や指導官への分配する金も馬鹿にはならない。

　加えて会議後の懇親会費・札幌の警察本部からの幹部来旭に伴うアフターファイ



ブの懇親接待費などで金庫番の私の裏金財布は火の車だったのである。

　やむなく使った次の手は、「カラ出張」であった。

　庶務係長に札幌までの「架空の日帰り出張」を創作させたのである。

　北海道庁での「カラ出張裏金問題」直後であり、ほとぼり冷めやらない時であった。

　一件作らせれば、１万円ちょっとが裏金金庫に転がり込んでくる。

　「いいって。何ビビっているのよ。俺が責任を持つ」いい啖呵を吐いたものである。

　「次席、ヤバいんでないですか？」と不安げな庶務係長。

　少なくても５、６回はカラ出張を作らせたと思うが、もっとあったかも知れない。

　『みんな、どこの所属も大なり小なりやっている。部外にバレなければ・・』そんな

程度の感覚でしかなく罪の意識のかけらもなかった。

　庶務係長が、次席にやらされたカラ出張は、もっと多かったと言えばそうかも知れ

ない。

　まさか６年後、北海道警察の裏金を告発する運命が大きく待ち構えていると

は・・・・知る由もない。

　当時は、やはり「今が良ければ」ということしか頭になかった。

　そこには、旭川方面本部地域課の家計やりくりのためという大義名分と不正に慣

らされた女房役の自分がいた。

　ただ不思議なことに、この頃の出張旅費は、個人口座に振り込まれていたはずな

のにも関わらず、私がカラ出張づくりを指示すれば１～２日ほどすれば、お目当て

の出張旅費が、方面本部会計課から現金で受領できたことである。

　後任の地域課長は、私の初任科時代の同期生であり、毎月の裏金分配を拒否し

た。

　加えてカラ出張についても「次席、まだそんなことをやっているのか。やめれ」とス

トップがかかったが、ピンハネ部分についてはだんまりの態度であった。

　やはり裏金は、道警全体の問題として腫れ物に触りたくなかった、という気持ちが

働いたのであろうか。

　次回からは、「警察官裏金人生の締めくくり編」として 4回投稿（1      月２０日、２月１

０日、２月２８日、３月１５日）予定です。
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今回から「くにおの警察日記」は、警察官裏金人生の締めくくりに入ります。

　２０００年（平成１２年）３月３１日から平成１３年３月３０日まで弟子屈（てしかが）

警察署次長兼警務課長として勤務、同３０日付で勧奨退職（道警勤続３５年）した。

　勧奨退職とは、警察職員の場合、５０歳を過ぎると退職条件を優遇して自主的な

退職を勧めるのであるが、ほとんどの職員は、６０歳までの勤務で定年退職である。

　弟子屈警察署は署長以下３４名足らずの小さな警察署であったが、署員の士気

は高かった。

　管内の弟子屈町は、元横綱「大鵬」の出身地。

　また「霧の摩周湖」や「屈斜路湖」など風光明媚なところでもある。

　観光と温泉の街、そして、住民より牛が多い酪農の街でもあった。

　弟子屈警察署の１年間は、とにかく多忙を極めた。

　実母殺し２件、硫黄山の崖崩れで死者２名、屈斜路湖での埼玉県下の桶川ス

トーカー事件の被疑者入水（じゅすい）、同じく屈斜路湖での旧日本軍投棄の毒ガ

ス弾発見、夜間の郵便局強盗事件、野生の鹿が車に跳ね飛ばされて対向車両に

激突しドライバーと鹿の死亡交通事故等々。

　この中から実母殺し事件、硫黄山の崖崩れ事故、郵便局強盗事件などについて

思い起こしてみたい。

　次長の主な仕事は、署長の補佐、警察署全般の業務・人事管理であった。

　とにかく多事多難の警察署であり、私の警察官人生のファイナルラウンドを迎え

るには、まさにピッタリの勤務地だったと思う。

　「裏金運用の実態」を感じ取っていただければ幸いである。

第２０回　殺人事件での出迎え

　私が、弟子屈警察署に着任したのは、平成 12年 3月 31日他の署員よりも 1日

早い着任であった。

　翌 4月 1日、署長から「次長、はい、これ」と言われ手提金庫と前次長の引き継ぎ

文書を受け取る。

　署長は、私が７１年（昭和４６年）８月に、札幌の東警察署で一緒に防犯課勤務と

なった当時のＳ巡査である。

　３０年も経てば、先輩・後輩が逆転するのは、何も驚いたことではなかった。

　ただ、その後「北海道警察の裏金問題」で、この署長へ渡していた毎月の裏金に

も言及しなければならなかった。

　巡り合わせの皮肉さを思わざるを得なかった。

　彼には何の恨みもなかったが、裏金問題を告発する事の性質上、署長のお小遣

いにも触れざるを得なかった。



　金庫の中身は、署員の目もあり直ぐには開けられない。

　取り敢えず私の机にしまい込み、仕事の合間を見て残っていた残金を確認した。

　裏金は、１０４，３４０円であった。

　前任の警察署次長が、署長の指示のもとにせっせと貯め込んでいた裏金である。

　さて、弟子屈警察署に異動配置になって２日目で早速、殺人事件の発生である。

　新しく着任する予定の署員は、まだ全員着任しておらず残っている署員も少ない。

　つぎはぎだらけの体制で、着任したばかりの署員も荷物整理そっちのけにさせて

警察署への招集である。

　緊急に警察署に呼び出すのであるから、荷物の整理なんかできる訳がない。

　着任したばかりの多くの署員は、自費で家族をホテルに宿泊させたが、犯人は身

内であり直ぐに身柄を逮捕でき事件は早期解決を見た。

　ところで、私の裏金から拠出した金の流れである。

　4月初めに裏金に使える北海道費（捜査用報償費）が 4万円、国費（捜査費）5 万

円で 194,340円。

　ところが、裏金は金庫から駆け足で出ていった。

　署長への小遣い４万円、殺人事件で応援に来た釧路方面本部捜査課や鑑識課

員へのもてなし（居酒屋での懇親や酒・ビール・珍味の差し入れ）で６０,８４０円あっ

た。

　ほかに他の方面本部の上級幹部の実母逝去に伴う香典（署長名）で１万円。

　毎月の運営費（実際には課係の一杯飲みに消える金）名目で、刑事防犯課へ１

万円、警備係に５千円。

　署長が釧路へ出張時に渡したお小遣い２万円と言った次第。

　ところが、裏金告発後には、いつの間にか警察内部の調査で、事件捜査に従事

した署員の夜食などに使途がすり替わっている。

　私の裏金金庫からは、支出したのは打ち上げの慰労会だけである。

　この慰労会のオードブルは、釧路市内の弁当店に注文して、私の家内が受け取

りにマイカーで往復２時間走らせた。

　裏金のほとんどは、全て署員のためではなく、署長の毎月のお小遣いと本部捜

査員の接待である。

　確かに殺人現場保存のために夜通し張付け警戒勤務をさせた署員には、会計係

が正規の食糧費からコンビニおにぎり等を手配していたのは間違いない。

　しかし、それとても、支出金額は２，０００円まで至っていない。

　あぶく銭を気前よく？使って、４月末の次長の裏金金庫には５,９１５円を残すのみ

であった。



　さんざん浪費した後に待ち受けるのは、・・・・・。

　そう、他ならない、裏金問題で一躍有名になった、例のインチキ領収書と虚偽の

情報提供謝礼交付報告書づくりであった。

　・・・・やがて「馬鹿らしさ、アホらしさ」を感じ始めるのである。

　次回は２月１０日（日）予定で、「山が崩れる」です。
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第２１回　山が崩れる！

　実母殺しの事件も一段落して、久しぶりに摩周湖方面にサイクリングに出かけた

い気持ちに駆られる。

　家内はマイカー運転で私の後ろから追いかけ、摩周湖から硫黄山・川湯温泉周り

のコースを計画した。

　小さな町の中で、ブルボンバー付きのロードレーサー（２６インチ）に乗ること自体

目立ち過ぎる。

　２７インチのロードレーサーよりは、遙かにスピードが出る。

　場違いな気もしたが、自転車に乗れば人が変わる自分のことである。

　とにかく自分を追い込むまでペダルを漕ぎ、徹底的に疲労をピークにさせるのが

好きである。

　ブルボンバーとは、風の抵抗を極力少なして走行するためハンドル前方に飛び出

たバーのようなもので、これに両肘を乗せて走行するトライアスロン競技用のもの

である。

　官舎から街の中を通り、いよいよ摩周湖に向けてのだらだらした登り連続のコー

スに入る。

　２０Ｋｍくらい走行したであろうか。

　とにかくきつい上り坂のこと、ヘロヘロよたよたになり、やっとの思いで「摩周湖展

望台駐車場」に辿り着く。

　途中ギブアップすることもなく、一度も自転車から降りなかった自分を内心褒めた

たえ、満足感に浸る。

　ひと休みして、今度は川湯温泉経由硫黄山へ足を向けることにした。

　下りでは時速６０Ｋｍは出るだろう、などと一人物思いにふける。

　ところが、ここで家内と一悶着である。

　家内は、もう自転車なんか車に積んで移動したらと言う。

　官舎を出て１時間もサポートさせられたのだから、ここからは、ゆっくりドライブを

する方がいいと言う。

　これ以上、私に付き合わされてはたまらない、というところだろう。

　さらなるスピード感に酔いしれたい気持ちを抑え、家内の意見にしたがい、仕方な

くマイカーに自転車を積んで移動することにした。

　まさか、大変な岩石崩落事故が待ちかまえていようとも知らずに・・・。

　まもなくしてマイカーは硫黄山の駐車場についた。

　早速、お目当てのアイスクリームをほおばったが、とにかく甘い！うまい！

　しかし、楽しんだのもここまでであった。

　いきなり私の携帯電話が鳴った。

　警察署当直からの電話である。



　「次長、今どこですか！硫黄山で崖崩れが発生しました！けが人がいる模様で

す！グループの何人かが駐車場に向かって下山途中です！」と当直員は興奮状

態。

　もはや絶叫調であり、私は一瞬、固まってしまった。

　「なにぃ！俺は今、硫黄山の駐車場にいるぞ！」

　私もパニックなんていうものではない。

　手にしたアイスクリームはどこにいったか分からない。

　とっさに空を見上げてひらめいた・・・・天気は快晴・・・・機動力のあるヘリコプター

しかない！！

　「分かった。取り敢えず札幌の航空隊にヘリのフライト要請をしてくれ。それと署員

をできるだけ招集してくれ。俺は下山者と接触する」との指示を飛ばした。

　順調にフライトしても一時間はかかるだろう。

　北海道の中央を南北に縦走する大雪山系（たいせつさんけい）付近の天候次第

であるが、今日の硫黄山は快晴。

　時間との勝負、そう感じた私は、ヘリコプターの一刻も早い到着に期待した。

　そしてまもなく下山者と接触したものの、興奮状態であり事情聴取も要領が得な

い。

　救急車といえば、私のいる硫黄山の正面側に到着したものの、山の裏側に回っ

た方が早いことも判明、救急車には急遽転進して貰った。

　現場での一時的な措置をして、私は現場を離れることにした。

　今度は、警察署に大急ぎで戻らなければならない。

　家内を同乗させての猛スピードである。

　時速百数十キロ、スピード違反なんて気にしていられないし、とにかくブッ飛ばし

た。

　そしてサイクリングウエアー・スパイクのスタイルのまま警察署に飛び込んだ。

　警察署の中は大混乱、大パニックそして殺気立っている。

　罵声が飛ぶ、無線も大輻輳、電話は鳴り止まない。

　釧路方面本部、札幌の北海道警察本部の各関係課からの照会電話。

　地域課、警備課、総合当直等々、指揮命令系統がバラバラ。

　おまけにマスコミ各社からの電話取材。

　もうこっちはそんな電話に構っている暇はない。

　鳴った電話を取れば、他人事のようなトロくさい問い合わせに自分は完全に切れ

てしまっていた。

　天候が味方してくれ、札幌からの道警ヘリコプターも通常のフライト予定時間より

も早く硫黄山の山頂付近に到着。

　ヘリでの怪我人収容と釧路市内の病院への搬送などは、テキパキと行われたも



のの、登山愛好者２名が、不慮の事故で痛ましい犠牲になった。

　仲間数名と硫黄山山頂めがけて登山中、頂上から大きな岩がゴロンごろんと崩

れ落ちてきて逃げ場を失っての岩石崩落事故であった。

　今でも忘れることのできない衝撃的な事故であった。

　こんな重大突発事故で署員は、寝食を忘れて走り回ってくれた。

　しかし、署長からの差し入れや補食の準備手配の指示もなかった。

　裏金問題が発覚した後の北海道警察抗弁は、この硫黄山の山岳事故の救助活

動にも捕食費として使った、という。

　私の言い分との間に、なんと大きなギャップ、食い違いのあることか。

　次回は、２月２９日（金）　午後８時の郵便局強盗？です。 

http://www.geocities.jp/shimin_me/kunio1.htm#22


第２２回　午後８時の郵便局強盗？

　夜の８時過ぎに警察署当直からの電話が鳴った。

　「次長、郵便局強盗です！すぐ来て下さい。」との報告である。

　んっ？今の時間に郵便局強盗？普通は日中だろうが・・・どんな事件というの

か？

　こんな場合は、詳しく聞くより、すぐ警察署に駆けつけることに限る。

　引っかかるものがある思いで警察署への道を急いだ。

　郵便局強盗の犯人を現行犯逮捕したのであるが、事件はこういう流れだった。

　犯人は、郵便局が閉まったあと、裏の通用口付近で待ち伏せしていた。

　通用口が開いた時に、強盗に押し入る算段だった。

　そして、夜の８時頃に局員が裏口から出たところで犯人は行動にでた。

　待ち伏せしていた犯人は、刃物を持って郵便局に押し入って来た。

　ところが、機転を利かした局長と局員は、徹底的に抵抗。

　犯人にとっては、大きな誤算であったに違いない。

　お湯の入った湯沸かしポット・やかんをフルに有効活用して犯人をボコボコに殴っ

て抵抗した。

　おまけにポットなどに入った熱湯が飛散したから堪らない。

　熱湯の熱さと予想外の抵抗に犯人は怯んでしまったのだ。

　その瞬間を見逃さず、咄嗟に局長と局員は外に逃げ出し、逆に犯人を郵便局内

に押し込めてしまった。

　犯人は、郵便局内に一人閉じこめられてしまって逃げる術を失った。

　外に逃げた局長と局員は、大声で付近住民に事件が起きたことを叫び知らせる。

　そして、この大騒ぎを聞きつけた住民がどっと郵便局を取り囲んでしまった。

　そう、・・・・近くの学校体育館でバレーボール練習中の町民が大勢で応援に駆け

付けたのだ。

　警察への１１０番通報をした後、威勢を示して郵便局の外周から犯人を威嚇しつ

つ、警察官の現場到着を待った。

　事件発生即犯人逮捕というこれこそ地域住民の防犯意識と連携パワーのたまも

の。

　感心もしたし、そして心から感謝した。

　即刻、局長や局員そしてバレーボールチームに署長感謝状を贈呈したのは言う

までもない。

　そして警察は、こういう支出科目にこそ正規のものを使い、予算執行は適正であ

るとの部外広報には、どこまでも抜け目がないのである。



　次回は最終回になります。

　３月２０日（木）　第２３回　「みじめな裏金証拠書類づくりの実態」の予定です。 



第２３回　みじめな裏金証拠書類づくりの実態 

　弟子屈警察署では、道警本部防犯課時代に裏金作りのノウハウを全てマスター

していたため、難なく処理できた。

　まず裏金づくりの概略は、次の通りである。

　平成１２年度、弟子屈警察署の裏金原資である捜査費（国費）と捜査用報償費

（道費）の証拠書類は、毎月分計１年間は、全て自分が創作した。

　驚いたことに着任時、前任者から引き継ぎの「設定書」なる表題のＢ４横長の資

料があった。

　９６年（平成８年）度から９９年（１１年）度までのものであり、前任の次長は手書き

をしていた。

　私の知っていた裏金作りでは、「動態表」をベースに監査用に関連ある各種会計

証拠書類をチェックするのであるが、どうしても見落としが生じていた。

　この弱点を補完するのには、まさに最高の「設定書」であった。

　誰が「設定書」を考案したのか、詳細は知らない。

　言えることは、私が北海道警察本部防犯部防犯課を離れて裏金関係ニセ証拠書

類に関わらなかった時期の８７年（昭和６２年）４月から９６年（平成８年）３月までの

間にできたものだ。

　狡猾に編み出した「監査すり抜け用マル秘文書」と言っても過言ではない。

　実に巧妙で不正を隠蔽するためのベース資料としてはこれ以上のものはない、と

妙に感心もした。

　警備公安関係の国費分の固定協力者は、丁寧なことに偽領収書を作成する署員

の実名まで記載してあった。

　私が署員に書かせた偽領収書の前の架空固定協力者は、転勤した署員（女性電

話交換手）が、架空の男の名前で偽領収書を作成し続けていたことまで分かるの

だから恐れ入る。

　固定協力者であるからには、長期間運用する方が自然である。

　となれば、署員の中でも長期間その所属で勤務する者が、一番うってつけである

のは誰でも分かる。

　事実、私が着任した時も会計係長に「固定（協力者）は誰だ？」と聞いた。

　即座に「署員のＮさんです」「分かった」・・・・これだけの会話でストレートに架空の

固定協力者に毎月３万円の偽領収書を書いて貰うことが出来た。

　０４年（平成１６年）３月１日、私が裏金告発をしてからも北海道警察は、私に対し

てこの設定書のコピー提出を求めることにこだわった。

　ところが、組織を挙げて精力的に調査した結果は、何と私の個人的な不正に押し

つけてきた。

盗人猛々しいとはこのことであった。



　００年（平成１２年）１０月１２日付けの方面本部からの指示文書では、監査のため

の監査を行うから各所属（本部各課・管内全警察署）は「設定書」も提出せよ、との

公文書を発出しているにもかかわらず、当時の芦刈道警本部長は「北海道警察本

部は知らない。」とまで発言した。

　齋藤個人の行為、自然的に始まった等と他人事のような発言である。

　道警の最高責任者の言としては、余りにも無責任で情けないことこの上ない、忸

怩たる思いに歯ぎしりもした。

　何度でも言うが、北海道警察が言うような協力者への情報提供謝礼は、弟子屈

警察署でも皆無であった。

ここで当時の弟子屈警察署の動態表、支払い精算書、領収書のカラクリを振り返っ

てみたい。

(1)　 動態表

　弟子屈警察署では、会計係が３名いたが、動態表は、一般職の男性係員が毎月

分を作成していた。

　そしてこの動態表は、署長以下全署員の毎月の動きを正確に記載していた。

　内容は、防犯課時代と同様である。

　この動態表を活用しても私は旭川方面本部地域課時代のような「カラ出張」は、

一件も作成させなかった。

　ただ、会計係が私の目を盗んでやっていたのであれば、話は別である。

(2) 嘘の「支払精算書」「領収書」

　動態表コピーを会計係から自分が受け取り、今度は空白日の箇所に署員のうち

刑事係・生活安全係・交通係・警備係員を活用して、あたかも係員が情報提供謝礼

を支払ったように嘘の「支払精算書」の下書き（見本）を作成し、無記入の用紙とと

もに渡して作成させる。

　支払精算書の書類は、警部補以下の捜査従事者に、領収書は支払精算書を書

かない課長やほか署員に作成して貰う。

　小規模警察署のため領収書作成者にも限界があり、会計係長を介して他所属に

依頼させたこともある。

　後日知ったことであるが、その所属は同じ釧路方面の本別（ほんべつ）警察署で

あった。

　当然ギブアンドテイクで後刻、その本別警察署からも同様の依頼が会計係長に

あり、勤務の合間を縫って自署員に偽領収書の作成を依頼したと聞知している。

　しかし、その時点では私への報告もなく、またその必要もなかった。

　署員は「偽領収書作成」は、お互いに警察組織の恥部の仕事であることを熟知し

ていたのである。

(3)　裏金の管理等

　毎月配分される捜査費（国費）と捜査用報償費（道費）は、全て私が自分の机中

に封筒に入れて管理していた。

　小型金庫も存在したが、金庫を使うほどの金でもないし、ましてや１０万円前後の



金が、数日のうちに数百円に目減りする裏金のことであり、一度も活用しなかった。

　警察本部防犯課時代と違い自分で現金の管理をもして丁寧にフロッピーに残して

いた。

　なお、私が退職時に署長に渡してきた現金（裏金の残金）６１，６８７円は、後任の

次長が着任後、警務・会計係と宴会を開いて全部費消したと言う。

　裏金の費消先は、どこまでもいい加減なのである。

(4)　作為的に減少できる偽領収書

　警察本部防犯課時代、情報提供謝礼の領収書は、必ず１件の支払精算書に１枚

が添付されることになっていたが、弟子屈警察署に着任してそれまでの証拠書類

を確認したところ、・協力者が後難を恐れて領収書の提出を拒否・名前の出るのを

イヤがり領収書の提出を拒否等、偽領収書問題が外部に漏れるのを極力避ける

ための対策が取られていた。

　良くまあ、ここまで悪知恵が働くものだ、と設定書と同様に感心もしたし、私として

もインチキ書類作成に余計な手間暇がかからず、領収書を作為的に減らせられる

ので大助かりではあった。

　要は、偽領収書から不正がバレないようにするための措置であり、北海道警察本

部主導の恣意的な領収書減少対策の裏技を知ることになったのである。

(5) 架空の捜査協力者

　弟子屈警察署では、電話帳をベースに活用した。また印鑑は、警察本部防犯課

当時と同様に数百本が保管されていたので、勝手に活用した。

　ただし印鑑は、同一年度の使用を避けるため、使用済み封筒に「平成１２年○月

分」と明記して同一年度あるいは直近年度での同じ印鑑使用防止にまで配意した

のは、道警本部防犯課時代と同様であった。

　住所は、弟子屈警察署管内や釧路市内を創作し、番地はそのままあるいは若干

変えて作成、氏名は「姓」はそのまま、「名」はそのままもあるし若干変えて作成した

ものもある。

　このような忌まわしい不正に手を染めた自分は、ほどほど嫌気がさしはじめてい

た。

　次長自らが不正を行いながら朝礼では、「サラ金に手を出すな」「酒や女で不祥事

を起こすな」と健全な公私生活のあり方を説く。

　偉そうなことを言える立場ではないのに、立場上、正義の仮面をかぶって訓示す

る。

　署員の決裁書類もそこそこに別室に籠もり、中から鍵をかけてのインチキ書類作

成であり、とても部下に顔向けできないし、決してオープンに見せられる風景ではな

いのである。

　にもかかわらず急ぐ決裁では、この個室まで部下は追いかけて来る。

　しぶしぶ解錠して決裁をするが、署員はそこで次長がやっていた裏の仕事は、

とっくに見抜いていた。

　恥ずかしい限りだった。



　悩み抜いた末に、定年退職まで７年を残し５３歳で、３５年間の警察官人生に終

止符を打つことにした。

　平成１３年３月３０日のことである。

　そして退職から７年・・・・今年３月末には、初任科第２１期の同期生全員が、北海

道警察を去る。

　同期生の胸に去来するものは何だろうか・・・・。

　今でも人間は、正直に生きることが一番いいような気がしてならない・・・・。

後記

　拙文に最後までお付き合いいただきありがとうございました。

　これからも「市民の目フォーラム北海道」は、情報発信を続けて参りますので、今

後とも当ホームページへの訪問をお願い申し上げます。

　平成２０年３月２０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                               「市民の目フォーラム北海道」事務局スタッフ　　齋藤邦雄 


